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方言辞典づくりから見えた宮古島方言の特性 

～方言の内包する表現の豊かさについて～ 
 

島尻 澤一（宮古島市編さん委員会委員） 

 
はじめに 

ユネスコ「国連教育科学文化機関」は 2009 年

2 月に世界中で話されている言語の中で消滅の危

機にある言語について報告している。その数は

2500 あるが、報告では「言語」と「方言」を区別

することなく、全ての地域で話されている言葉を

網羅してひとつの言語とし「何々語」と表記して

いる。その中には琉球列島の各地で話されている

方言が一つ一つの言語と数えられ琉球圏に関す

る言語として報告されている。奄美の各離島も含

めたすべての方言をまとめて「奄美語」、沖縄の

北部の離島も含めたすべての方言をまとめて「国

頭語」、首里を中心に沖縄の中部、南部を離島も

含めてそれぞれで話されている方言をまとめて

「沖縄語」、宮古島の離島も含めて話されている

方言をまとめて「宮古語」、八重山は与那国を除

いたすべての離島を含めて話されている方言を

「八重山語」、与那国は一つの言語として「与那

国語」と規定し６地域の方言が消滅危機の言語と

規定している。ユネスコはその中でも「与那国語」

「八重山語」は非常に消滅の危機にあると指摘し

ている。しかし、残りの「奄美語」「国頭語」「沖

縄語」「宮古語」も消滅の危機においてはほとん

ど同じような状況に変わりはなく、今後、危機回

避のための方策を進めていくことが重要と提言

している。個人的な考えとして、今後消滅を回避

する方法としては地域ごとに方言辞典などを編

集していくことが最善の方法と考える。 

 そこで消滅の危機にある宮古方言「宮古語」を

残す取り組みとして辞典を編集することにした。

その作業の中で発見したした事、気づいた事が数

多くあり、編集する中で私が気付いた宮古方言の

内包する豊かさを報告したいと思う。 

 

1.辞典編集の基本的な方針。 

〈収録語彙に付いて〉 

・著者が生まれ育ち生活語とした旧上野村野原方

言を収録した。但し野原が農村地域として海洋

生物の方言が少ないために漁村である伊良部

方言辞典、久松方言集から海洋生物に関する語

彙は参考にした。 

・語彙の収集は著者の内省によった。 
・語彙については、障害のある人たちに関して現

在は差別用語と言われる語彙、性に関する語彙、

現在の人権意識から不適切と言われる語彙も

全て網羅して収録した。 
〈表記について〉 
・「しまくとぅば正書法検討委員会」が県に答申

した「沖縄県における『しまくとぅば』の表記

について」に依拠し用いた。 
・方言表記の全ては宮古語カナ表記表(沖縄県文

化観光スポーツ部)に依拠した。 
・見出し語については、表記をカタ仮名表記とし、

国際音声記号を付記した。 
・見出し語には全てに用例文を付けた。用例文は

<日本語文例>｢方言カタカナ文例｣[方言の音声

表記文例]を付けた。 

・全ての語彙に品詞を表記した。 

・見出し語の意味が複数の場合は、①②③の番号

をつけて表記し、別々の言葉としてそれぞれに

用例文を表記した。 
・見出し語一つに用例文が複数の場合は文の頭に

◎を付けた。 
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宮古語(琉球宮古方言)カナ表記表(沖縄県文化観光スポーツ部) 
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2.宮古方言の閉節音の特性と豊かさ。 

 

⑴ 閉節音｢ン｣[n]、｢ムﾟ｣[m] につて 

〈｢ン｣[n]、｢ムﾟ｣[m]が違った意味を持つ〉 

 

・日本語には閉節音〈ん〉は一つしか存在しない

が、宮古方言には｢ン｣[n]と｢ムﾟ｣[m]の二つの閉

節音があり、それぞれが違った意味と役割を持っ

ている。次にその例を示す。 

〈一音節の語例〉 

・<うん、はい>｢ンー｣[n:] ・｢ンーガナ｣[n: ɡana] 

・<芋>｢ムﾟー｣[m:] ・<芋の皮>｢ムﾟーガー｣[m: ɡa:] 

・<果実が熟する>｢ムﾟー｣[m:] ◎<蜜柑が熟する>

｢フゥニイﾟッスﾟｩ ムﾟー｣[funiïzzu  m:] 

 

・否定の意志表示｢～ムﾟ｣[～m] 

・〈しない〉｢スゥームﾟ｣[su:m]◎<仕事はしない>

｢スグトゥーバー スゥーン｣[sïɡutu:ba:  

su:n] 

・状況、状態の否定表現｢～ン｣[～n] 

・〈いない〉｢ウラン｣[uran]◎<馬はいない>｢ヌー

マー ウラン｣[nu:ma:  uran] 

・状況、状態の肯定の表現｢～ムﾟ｣[～m] 

・<黒くなる>｢フフゥムﾟ｣[ffum] 

 
〈語尾に｢ン｣[n]、｢ムﾟ｣[m]のある語例〉 
・<蟹>｢カン｣[kan] 

・<神>｢カムﾟ｣[kam] 

・<噛む>｢カムﾟ｣[kam] 
 

・<何>｢ナン｣[nan] 

・<波>｢ナムﾟ｣[nam] 

・<舐める>｢ナムﾟ｣[nam] 
 

・<似ている>｢ンーギ｣[ŋ:ɡi] 

・<芋蔓>｢ムﾟーギ｣[m:ɡi] 

 

✱宮古方言においては閉節音〈ん〉が語頭に付く。 

<語頭に｢ン｣[n]、｢ムﾟ｣[m]のある語例> 

・<皆>｢ンーナ｣[n:na] 

・<蝸牛>｢ムﾟーナ｣[m:na] 

 

・<似ている>｢ンーヌ｣[n:nu] 

・<芋が>｢ムﾟーヌ｣[m:nu] 

 

・<神酒>｢ンクｽ｣[ŋkï] 

・<熟しすぎる>｢ムﾟークｽ｣[m:kï] 

 

・<多い>｢ンチュー｣[ntʃi:] 

・<持っている>｢ムﾟチュー｣[mtʃu:] 

 

・<満たせ>｢ンタシ｣[nta ʃi] 

・<持たせ>｢ムﾟタシ｣[mta ʃi] 

 

・<百足>｢ンカザ｣[ŋkadza] 

・<芋の香り>｢ムﾟーカザ｣[m:kadza] 

 

・<似たような>｢ンーダカリー｣[n:Dakari:] 

・<芋のような>｢ムﾟーダカリー｣[m:Dakari:] 

 

・<対面する>｢ンコー｣[ŋko:] 

・<芋買い>｢ムﾟーコー｣[m:ko:] 

 

〈同音異義語〉 

・<退く>｢ンナイﾟ｣[nnaï]◎<横に退く>｢ユカーラ

ンカイ ンナイﾟ｣[juka:raŋkai  nnaï] 

・<握る>｢ンナイﾟ｣[nnaï]◎<米を握る>｢マイﾟッ

スﾟｩ ンナイﾟ｣[maïzzu  nnaï] 

 

〈｢ン｣[n]一字で接尾語、助詞、感動詞など様々な

機能を持つ〉 

 

～ン[n]〈接尾語〉度。回。回数を数える度数詞。

◎〈一度は謝れ〉「プｽトゥンナ ワビル」
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[pïtunna  wabiɾu]◎<三度 行ったが会えな

かった>「ミイﾟン イクｽタースゥガドゥ イ

デャーイッタムﾟ」[miïn  ikïta:suɡadu  

idja:ittam]◎<四度負けた>「ユヌン マキ

ター」[junun  Makita: ]◎<二度とは会えな

い>「フゥタンティヤ イデャーイン」

[futabtija  idja:iŋ] 

～ン[n]〈助動詞〉～ない。否定。◎<彼はここに

は居ない>「カリャー クマンナ ウラン」

[kaɾja:  kumanna  uɾaŋ]◎<私は金はない>

「バヤー ジンナ ニャーン」[baja:  dʒinna  

ɲa: ŋ]◎<彼は来ないので先に行く>「カリャー 

クーンニバ サダリ ピラディ」[kaɾja:  

ku:nniba  sadaɾi  piɾadi]◎<丹念に探して

見つからない>「マサーガン トミローマイ 

ト ゥ ミ ラ イ ン 」 [masa:ɡan  tumiɾo:mai  

tumiɾain] 

～ン[n]〈助動詞〉～ない。動詞未然形について打

消しを表す。◎<彼は行かない>「カリャー イ

カン」[kaɾja:  ikaŋ]◎<どこを探してもいな

い>「ンゾー トゥミローマイ ニャーン」

[ndzo:  tumiɾo:mai  ɲa: ŋ]◎<いかない人は

手を挙げろ>「イカンプｽトー ティーユ アギ

ル」[ikanpïto:  ti:ju  akiɾu]◎<君は座らな

いのか>「ヴヴァー ブｽッサ゜ンナー」[vva:  

bïzzanna:]◎<花は咲かない>「パナー サカン」

[pana:  sakaŋ] 

～ン[n]〈助動詞〉ない。助動詞の未然形について

否定を表す。◎<二度と来ない>｢フゥタン

テャー クーン｣[futantja:  ku:n]◎<後悔は

しない > ｢コーカイユバー  スゥーン ｣

[ku:kaijuba:  su:n] 

～ン[n]〈助詞〉～に。格助詞。体言及び体現に準

ずる語につく。 

①動作・作用のある時間を指定する。◎<二時に

私の家に来い>「ニジン バガヤーンカイ 

クー」[nidʒin  baɡa  ja:ŋkai  ku:]◎<太陽

は六時に上がる>「ティダー ロクジンドゥ 

アガイﾟ」[tida:  ɾokudʒindu  aɡaï] 

②動作・作用のある所、方角を示す。[nu:man  

nu:ɾi]◎<机に座る>「ツクイン ブｽー」

[tsïkuin  bïʒʒi]◎<僕は家に居る>「バヤー 

ヤーンドゥ ウー」[baja:  ja:ndu  u:] 

③作用の変化の結果。◎<先生になる>「シン

シーン ナイﾟ」[ʃinʃi:n  naï]◎<美人にな

る>「ゾーギン ナイﾟ」[dzo:ɡin  naï] 

④動作の対象。◎<彼に殴られる>「カイン ミ

ンガイ」[ten  miŋɡai]◎<船に乗り遅れる>

「 フ ゥ ヌ ン  ヌ ー イ ﾟ ウ ク リ 」 [funun  

nu:ïukuɾi]◎<馬に乗りなさい>「ヌーマン 

ヌーリ」 

⑤作用の原因。◎<太陽に焼かれる>「ティダン 

ヤカイ」[tidaɲakaï]◎<蜂に刺される>「バツン 

ササイ」[patsïn  sasai] 

～ン[n]〈格助詞〉～に。 

①動作の行われる縁由を示すもの◎<仕事に追

いまくられた>｢スグトゥン アギイサーター｣

[sïɡutundu  aɡimaisa:ta:] ◎<病気にかかっ

て休む>｢ヤムﾟン ナリー ユクー｣[jumn  

nari:  juku:] 

②動作の主を表すもの。◎<猫にかまれた>｢マ

ユン フファイ｣[majun  ffai]◎<牛に追われ

る>｢ウスン ウキクｽサイ｣[usïn  uikïsai] 

③存在する場所や者を表わすもので「ある」「な

い」に伴ってもちいられる。◎<金は財布の中に

ある>｢ジンナ ジンフクルン アー｣[dʒinna  

dʒinfurun  a:]◎<誰に会ったか覚えていな

い>｢トーンガ イデョーターガラ ウブイヤ 

ウラン｣[to:ɡa  jata:ɡaɾa  ubuija  uɾan] 

④対象語を表す。◎<兄に上げる>｢アザン 

フィー｣[adzan  fi:]◎<馬に乗る>｢ヌーマン 

ヌーイﾟ｣[nu:man  nu:ï] 

～ン[n]〈助詞〉～に。体言につけて副詞にする。

◎<大事にする>「ダイズン スス」[daidzïn  
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sïsï]◎<一生懸命に働く>「イザイディン パ

タラクｽ」[idzaidin  pataɾakï]◎<まともに見

た >「マトゥムン  ミーター」[matumun  

mi:ta:] 

 ①動作を重ねてその意味を強める。◎<間に合

わそうと急ぎに急ぐ>「マニャーサッティー 

アワティンナ アワティ」 [maɲa:satti:  

awatinna  awati]◎<待ちに待った友達が来

た>「マツンナ マチューター トゥスヌドゥ 

クｽスター」[matsïnna  matʃu:ta:  dusïnudu  

kïsïta:] 

 ②割り当て割合を示す。◎<このクジは二人に

一人は当たる>「クヌ フゥッツァ フゥター

イﾟン タヴキャーヤ アタイﾟドゥス」[kunu  

futstsa  futa:ïn  tavkja:ja  ataïdusï]◎<

一日に三度の飯を食う>「プｽトゥイﾟン ミイﾟ

ンヌ ムヌー フォー」[pïtuïn  miïnnu  

munu:  fo:] 

③物を列挙する。◎<君に彼に上げても残る>

「ヴヴァン フィーローマイ ヌクイﾟドゥス」

[vvan  fi:ɾomai  nukuïdusï] 

～ン[n]〈格助詞〉～で。 

①動作の行われる場所を示すもの。◎<家で仕

事をする>「ヤーンドゥ スグトー スス」

[ja:ndu  sïɡutu:  sïsï]◎<こちらで初めて

聞きました>｢クマンドゥ マズミティ クｽク

ｽター｣[kumandu  madzïmiti  kïkïta:] 

②動作の行われる縁由を示すもの。◎<君のお

かげで出来た>｢ヴヴァガ ウカギン シライ

ター｣[vvaɡa  ukaɡin  ʃiɾaita:]◎<仕事でで

忙しかった>｢スグトゥシードゥ パンターパ

ンタ ウーター｣[sïɡutuʃidu  panta;panta  

u:ta:] ◎<台風で家が壊れる>「カジフゥクｽン 

ヤ ー ユ  ト ー リ 」 [kadʒifukïŋi  ja:ju  

to:ri] 

ンー[n:]〈感動詞〉はい。｢ンーガナ｣[ŋ:ɡana]と

も言う。了解するときの目下の人への返事。◎

<はい!その通りだよ>「ンー ウイガニャーン

サイ」[n:  uiɡaɲa:nsai]◎<はい。言う通りし

ます>「ンー アイﾟガニャーン スゥーディ」

[n:  aïɡaɲa:n  su:di] 

 

〈他の語彙と接続して多様な役割や意味を持つ〉 

 

～ンナ[ŋna]〈助詞〉～には。◎<庭には花が咲い

ている>「ミナカンナ パナヌドゥ サキュー」

[minakanna  pananudu  sakju:]◎<彼には嫁

さんがいる>「カインナ ユミヌドゥ ウー」

[kainna  juminudu  u: ]◎<空には星が出て

いる>「ティンナ プスヌドゥ イデュー」

[tunna  pusïnudu  idju:] 

◎<兄には似合わない>｢アザンナ ンナーン｣

[adzan: nna:n]◎<雨には濡れるな｢アミンナ 

ムﾟミナ｣[aminna  mmina]◎<兄には農家を弟

には漁師をさせる>｢アザンナ パリシャーユ 

ウトゥトンナ イムﾟユ シミ｣ [adzanna  

paɾiʃa:ju  ututunna  imbo:ju  ʃimi] 

～ンナ[ŋna]〈助詞〉 

①～に。◎<行こうと思うが行くに行けない>「イ

カッティー ウムースゥガドゥ イクｽンナ イ

カイン」[ikatti:  umu:suɡadu  ikïnna  ikaiŋ]

◎<彼のことを思いに思って訪ねて行った>「カイ

ガ クトゥードゥ ウムインナ ウムイー ミー

ガ イクｽター」[kaiɡa  kutu:du  umuinna  umui:  

mi:ɡa  ikïta:] 

②～には。<彼は今のままでは大成しない>「カ

リャー ンナマンシー ウーツカー ムヌンナ 

ナラン」[kaɾja:  nnamanʃi:  u:tsïka:  mununa  

naɾaŋ] 

 

〈閉節音から始まる語彙がある〉 

 

・日本語は閉節音から始まる言葉がない。した

がって、言葉の尻取りゲームは語尾が閉節音
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「ん」の言葉を発した者は負けとなる。しかし、

宮古方言は語頭、語尾に閉節音である語彙は

1000 語近くに及ぶ。次のその語例と文例の一部

を提示する。 

 

(2)閉節音が語頭に付く語例の一部を示す 

 

ムﾟ[m] 

 

ムﾟ[m]〈接尾〉～している途中に。 

①<物を買っているとき彼に会った。>「ムヌー 

コームﾟティー ウイバドゥ カイトゥ イ

デョーター」[munu:  ko:mti:  uibadu  kaitu  

idjo:ta:] 

②<縫っているときに怪我した>「ヌームﾟ

ティー ウーティドゥ ヤマスター」[nu:mti:  

u:tidu  jamasïta:] 

ムﾟ[m]〈接尾語〉否定の意志表現。 

①～しない。<それだけは何と言われてもしな

い>「ウイチャーンナ ノーシー アンザイ

ローマイ スゥーム」[uitʃa:nna no:ti:  

andzaiɾo:mai  su:m] 

②～ない。<そんなことはあり得ない>「アンチ

ヌ  クトー ニャームﾟ」[antʃinu  kuto:  

ɲa:m] 

ムﾟ[m]〈接尾語〉～なる。｢ナイﾟ｣[naï]とも言う。

◎<空が黒くなる>「ティンヌドゥ フフゥムﾟ」

[tinnudu  ffum]◎<顔が赤くなる>「ミバナヌ

ドゥ アカムﾟ」[mipananudu  akam] 

～ムﾟ[m:]〈連語〉～になるぞ。～するぞ。◎<雨

が降るぞ。洗濯物を片付けろ>「アミヌ フゥス

ムﾟドー アライﾟムヌー トゥンキ」[aminu  

fuïmdo:  aɾaïmunu:  tuŋki]◎<やがて先生が

来るぞ。迎えの準備をしなさいよ>「ヤガティ 

シンシーガ ムﾟミャイﾟムﾟドー ンカイヌ 

スコーリヨー」[jaɡati  ʃinʃi:ɡa  kïsïmdo:  

sïko:ɾijo:] 

ムﾟ[m]〈助詞〉～に。格助詞。体言及び体現に準

ずる語につく時。つく語彙の末尾音が｢ムﾟ｣[m]

の時助詞「に」は｢ムﾟ｣[m]で表れる。 

①時間や場所。◎<浜で遊ぶ>「パマムﾟ アスプ

ｽ」[pamam  asïpï] 

②動作の終着点。◎<馬に乗る>「ヌーマムﾟ 

ヌーイﾟ」[nu:mam  nu:ï]◎<神に助けられる>

「カムﾟムﾟ タスキライ」[tsïkiin] 

③作用の変化の結果。◎<水が雲になった>「ミ

ズヌドゥ フゥムﾟム゜ ナイﾟブスーヌ」

[ʃinʃi:n  naï]◎<岩が神になる>「ウプイスヌ

ドゥ カムﾟムﾟ ナイﾟター」[kamm  naï] 

④動作の対象。◎<やどかりに噛まれる>「アマ

ムﾟムﾟ フファイ」[amamm  ffai]◎網に掛か

る>「アムﾟムﾟ カカイﾟ」[amm  kakaï] 

ムﾟー[m:]〈名詞〉芋。<芋ほりに行く>「ムﾟープ

イﾟガ イクｽ」[m:puïɡa  ikï] 

ムﾟー[m:]〈動詞〉熟れる。<果実が熟する>「ナイﾟ

ムヌヌドゥ ムﾟー」[naïmununudu  m:] 

ムﾟー[m:]〈動詞〉紡ぐ。紬<昔の祖母たちはよく

麻糸紬をやっていた>「ンキャーンヌ ムﾟマ

ターヤ ユードゥ ブーユ ムﾟミー ウー

ター」[ŋkja:nnu  mmata:ja  ju:du  bu:ju  

mmi:  u:ta:] 

ムﾟーアキャーダ[m:akja:da]〈名詞〉芋行商人。

<昔は芋行商人が居た>「マイヤ ムﾟーア

キ ャ ー ダ ヌ ド ゥ  ウ ー タ ー 」 [maija  

m:akja:danudu  u:ta:] 

ムﾟーアロー[m:aɾo:]〈名詞〉芋洗い。<芋洗いは

集落の堀池でやった>「ムﾟーアローユバー ブ

ラクヌ カーズクンドゥ  ススター」

[m:aɾo:juba:  buɾakunu  ka:dzïkundu  

sïsïta:] 

ムﾟーイﾟッシﾟマイﾟ[m:ʒʒimaï]〈名詞〉米に芋を

混ぜた飯。<米のできない宮古では米に芋を混

ぜた飯が多かった>「マイﾟヌ イビライン 

ミャークンナ ムﾟーイﾟッシﾟマイﾟッスﾟｩ



宮古島市総合博物館紀要 第 30 号（2026） 
 

102 

ド ゥ  フ ォ ー タ ー 」 [maïnu  ibiɾain  

mja:kunna  m:ʒʒimaïzzudu  fo:ta:] 

ムﾟーイﾟッズｩ[m:ïzzu]〈名詞〉六尋。<この縄は

六尋です>「クヌ  ナーヤ ムﾟーイﾟッスﾟｩ」

[kunu  na:ja  m ïzzu] 

ムﾟーイビ[m:ibi]〈名詞〉芋植え。<芋植えは皆の

仕事です>「ムﾟーイビヤ ムﾟーナガ スグ

トゥサイ」[m:ibija  m:naɡa  sïɡutusai] 

ム ﾟーヴー[m:v:]〈名詞〉<平良の市場に

芋売りに行く>「プｽサラヌ マツンカ

イ  ム ﾟーヴー ガ  イ ク ｽ」 [pïsaɾanu  

matsïŋkai  m:v:ɡa  ikï] 

ムﾟーガー[m:ɡa:]〈名詞〉芋皮。<芋の皮は豚の餌

です>「ムﾟーガーヤ ワーヌ  ムティ」

[m:ɡa:ja  wa:nu  muti] 

ムﾟーガー[m:ɡa:]〈名詞〉芋皮。転じて利用して

残った物の意味で役に立たない人。<彼は何を

させても不器用な役立たずだ>｢カリャー 

ノーユ シミローマイ ムギーヤシヌ ムﾟー

ガ ー ダラ ｣ [kaɾja:  no:ju  ʃimiɾo:mai  

muɡi:jaʃinu  m:ɡa:daɾa] 

ムﾟーカジ[m:kadʒi]〈名詞〉鍬での芋掘り。芋の

収穫。｢ムﾟープイﾟ｣[m:puï]とも言う。<母は芋

掘りに行った>「アンナー ムﾟーカジガドゥ 

プｽイﾟター」[anna:  m:kadʒiɡadu  pïïta:] 

ムﾟーカス[m:kasï]〈名詞〉芋の粕。芋の澱粉を

取った後の粕。 

ムﾟーガタ[m:ɡata]〈名詞〉熟れる頃。熟する頃。

<クワバはやがて熟れる頃だ>「バンチキローヤ 

ヤガティ ムﾟーガタサイガ」[bantʃikiɾo:ja  

jaɡati  m:ɡatasaiɡa] 

ムﾟーギ[m:ɡi]〈名詞〉芋蔓。芋の蔓。<芋の蔓は

牛がよく食べる>「ムﾟーギューバー ウスヌ

ドゥ ユー フォー」[m:ɡju:ba:  usïnudu  

ju:  fo:]<芋蔓が馬の好物です>「ムﾟーギヌ

ドゥ ヌーマヌ ユー フォームヌサイ」

[m:ɡinudu  nu:manu  ju:  fo:munusai] 

ムﾟーキ[m:ki]〈名詞〉果実が熟しすぎて腐れること。

<長く置いてあったら桃が腐れている>「ナギャーフゥ 

ウツキーウキバドゥ ムムﾟヌ ムﾟーキー ウー」

[naɡja:fu  utsïki:  ukibadu  mumnu  m:ki:  u:] 

ムﾟーギカイﾟ[m:ɡikaï]〈名詞〉苗づくりで芋蔦を

切りとること。<苗づくりで芋蔓を切りとる>

「ムﾟーキザニュー スゥーッティドゥ 

ムﾟーギカイﾟッスﾟｩ  スス」[m:ɡisaɲu:  

su:ttidu  m:ɡikaïzzu  sïsï] 

ムﾟーギグル[m:ɡiɡuɾu]〈名詞〉枯れた芋蔓。<枯

れた芋蔓は薪にした>「ムﾟーギグルーバー タ

ム ヌ ン ド ゥ  ス ス タ ー 」 [m:ɡiɡuɾu:ba:  

tamunundu  sïsïta:] 

ムﾟーギザニ[m:ɡidzani]〈名詞〉芋の苗。<芋の苗

は蔓を切って作った>「ムﾟーザニューバー 

ムﾟーギュー キシードゥ ツゥフゥター」

[m:ɡidzaɲu:ba:  m:ɡju:  kiʃi:du  

tsufuta:] 

ムﾟーギナカ[m:ɡinaka]〈連語〉芋蔓の中。<芋蔓

の中は歩き難い>「ムﾟーキナカー アイﾟクｽグ

リムヌ」[m:ɡinaka:  aïkïɡurimunu] 

ムﾟーギヌ アイズゥー[m:ɡinu  aidzu] 〈名詞〉

芋の葉の和え物。<芋の和え物はよく食べたん

だよ>「ムﾟーギヌ アイズゥーユバー ユー

ドゥ フォーター」[m:ɡinu  aidzu:juba  

ju:du  fo:ta:] 

ムﾟーギヌ ナイ[m:ɡinu  nai]〈名詞〉植えるた

めの芋蔓。<植えるための芋蔓は畝を立てて植

えた>「イビガマタヌ ムﾟ―ギヌ ナイユバー 

マニャー  タティードゥ  イビター」

[ibiɡamatanu  m:ɡinu  naijuba:  manju:  

tati:du  ibita:] 

ムﾟーギヌ パー[m:ɡinu  pa:]〈名詞〉芋蔓の

葉っぱ。<芋蔓の葉っぱは野菜として食べる>

「ムﾟーギヌ パーユバー スゥーヤシドゥ 

フォー」[m:ɡinu  pa:juba:  su:jaʃi:du  

fo:] 
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ムﾟーギヌ パージューシャ[m:ɡinu  pa:dʒu:ʃa]

〈名詞〉芋蔓の葉っぱの雑炊。<芋蔓の葉っぱの

雑炊はよく食べた>「ムﾟーギヌ パージュー

ショーバー ユードゥ フォーター」[m:ɡinu  

pa:dʒu:ʃo:ba:  ju:du  fo:ta:] 

ムﾟーギヌ パナ[m:ɡinu  pana]〈名詞〉芋の花。

<芋の華は綺麗です>「ムﾟーヌパナー キチギ

サイ」[m:ɡinu  pana:  kitʃiɡisai] 

ムﾟーギバリ[m:ɡibari]〈名詞〉芋畑。<以前はあ

ちこちに芋畑があった>「マイヤ ウマカマン

ド ゥ  ム ﾟ ー バ リ ヌ  ア タ ー 」 [maja  

umakamandu  m:barinu  ata:] 

ムﾟーキャー マチ[m:kja:  matʃi]〈連語〉熟す

るまで待て。<果物は熟するまで待って捥ぎ取

る>「ナイﾟムヌーバー ムﾟーキャー マチッ

ティドゥ ムイﾟ」[naïmunu:ba:  m:kja:  

matʃittidu  muï] 

ムﾟーク[m:ku]〈名詞〉膿。うみ。<御出来が熟ん

で膿が出ている>「ヌバタヌドゥ ムﾟミー 

ムﾟークヌ イデュー」[nubatanudu  mmi:  

m:kunu  idju:] 

ムﾟークズ[m:kudzï]〈名詞〉芋茎。<芋茎は捏ねて

芋餅を作った>「ムﾟークズッスﾟｩバー ンナ

リードゥ  ムッツゥ ツゥフゥター」

[m:kuzzuba:  nnaridu  mutstsu  tsufuta:] 

ムﾟークズパムﾟビン[m:kudzïpambin]〈名詞〉芋屑

天ぷら。屑芋からとった澱粉の油揚げ。<芋屑て

んぷらは美味しい>「ムﾟークズパンビンナ 

ムﾟマムヌ」[m:kudzïpambinna  mmamunu] 

ムﾟーサニ[m:sani]〈名詞〉芋の苗。芋の種。｢サ

ニムﾟー｣[sanim:]とも言う。<今日は芋の種を

植える>「キューヤ ムﾟーサニュードゥ イビ

ガマタ」[kjau:ja  m:saɲu:du  ibiɡamata] 

ムﾟーシャ[m:ʃa]〈名詞〉のろま。<のろまは何を

させても遅い>「ムﾟーシャー ノーユシミロー

マ イ  ヌ カ ム ヌ サ イ 」 [m:ʃa:  no:ju  

ʃimiɾo:mai  nukamunusai] 

ムﾟータ[m:ta]〈名詞〉イヌビワの実。<以前いぬびわ

の実はよく食べた>「ンキャーンナ ムﾟータヌドゥ 

ヤラビヌ フォームヌ ヤター」[ŋkja:nna 

m:tanudu  jaɾabinu  fo:munu  jata:] 

ムﾟータギー[m:taɡi:]〈名詞〉植物。イヌビワ。

(クワ科)。黒い実が生り柔らかくて美味である。 

ムﾟーダリ[m:daɾi]〈名詞〉家畜の飼料。煮た屑芋な

どを擦り潰して水に混ぜた家畜の飼料。<家畜の飼

料を造るのは私の役割だった>「ムﾟーダリュー 

ツゥフファ バガ カターキドゥ ヤター」

[m:daɾju:  tsuffa  baɡa  kata:kidu  jata:] 

ムﾟーティ[m:ti]〈名詞〉六年。<結婚してから六年な

る>「ササギュー ッシッティカラ ムﾟーティドゥ 

ナイﾟ」[sasaɡju:  ʃʃittikaɾa  m:tidu  naï] 

ムﾟーティナティ[m:tinati]〈名詞〉六年前。<六

年前にここに移ってきた>「ムﾟーティナティ

ドゥ クマンカイ ウツリー クｽスター」

[m:tinatidu  kumaŋkai  utsïɾi:  kïsïta:] 

ムﾟーツ[m:tsï]〈名詞〉六つ。六歳。<息子は六歳

になった>「ビキヴヴァー ムﾟーツドゥ ナ

イﾟ」[bikivva:  m:tsïdu  naï] 

ムﾟーナ[m:na]〈名詞〉みんな。全員。全て。全部。

<家族全員元気です>「ヤーデャー ムﾟーナ 

ガンズゥーヤシドゥ ウー」[ja:dja:  m:na  

ɡandzu:jaʃidu  u:] 

ムﾟーナ[m:na]〈名詞〉陸棲無脊椎動物。蝸牛。カ

タツムリ。(カタツムリ科)<カタツムリも以前

は食べた>「ムﾟーノーマイ マイヤ フォー

ドゥスター」[m:no:mai  maija  fo:dusïta:] 

ムﾟーナ[m:na]〈名詞〉無駄。役立たない。〈伊良

部方言〉 

ムﾟーナガ  タマ[m:naɡa  tama]〈名詞〉みんな

の分け前。<それはみんなの分け前です>「ウ

リャー ムﾟーナガ  タマサイ」[uɾja:  

m:naɡa  tamasai] 

ムﾟーナガ  ムティ[m:naɡa  muti]〈名詞〉みん

なの分。<みんなの分は分けておいてある>
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「ムﾟーナガ ムテューバー バキードゥ ウ

ツキュークｽ」[m:naɡa  mutju:ba:  baki:du  

utsïkju:kï] 

ムﾟーナガムヌ[m:naɡamunu]〈名詞〉みんなの物。

<みんなの分は後から来ます>「ムﾟーナガ ム

ノー アトゥカラドゥ クｽス」[m:naɡa  

muno:  atukaɾadu  kïsï] 

ムーナカラ[m:nakaɾa]〈名詞〉みんなから。<みん

なから受けた恩は死ぬまで忘れません>「ムﾟー

ナカラ ムローター ウングｽッスﾟｩバー ス

ンキャー バシン」[m:nakaɾa  muɾo:ta:  

uŋɡizzuba:  sïŋkja:  baʃiŋ] 

ムﾟーナガ  ムﾟーナ[m:naɡa  m:na]〈名詞〉みん

ながみんな。全員が。<全員が行く必要はありま

せん>「ムﾟーナガ ムﾟーナ イクｽ ヒツユー

ヤ  ニ ャ ー ン 」 [m:naɡa  m:na  ikï  

hitsïju:ja  ɲa:ŋ] 

ムﾟーナグル[m:naɡuɾu]〈名詞〉かたつむりの殻。

貝殻。 

ムﾟーナーキ[m:na:ki]〈名詞〉半分。<半分ずつに

分けあって食べる>「ムﾟーナキナー バキー 

ナ カ ー リ フ ォ ー 」 [m:na:kina:  baɾi  

naka:ɾifo:] 

ムﾟーナーキ スス[m:na:ki  sïsï]〈名詞〉半分

する。中途半端にする。<仕事は中途半端にする

な>「スグトゥーバー ムﾟーナーキ スス ス

スナ」[sïɡutu:ba:  m:na:ki  sïsï  sïsïna] 

ムﾟーナーキシー[m:na:kiʃi:]〈名詞〉中途半端な

やりよう。<彼はいつも仕事は中途半端にして

いる>「カリャー イツマイ スグトゥーバー 

ム ﾟ ー ナ ー キ シ ー ド ゥ  ス ス 」 [kaɾja:  

itsïmai  sïɡutu:ba:  m:n:kiʃi:du   sïsï] 

ムﾟーナーキ カーラキ[m:na:ki  ka:ɾaki]〈名

詞〉半分乾き。中途半端な乾き。生乾き。<陽射

しが弱いので洗濯物は生渇きになっている>

「ピャーイﾟヌ ヨーカイバドゥ アローム

ノー ムﾟーナーキ カーラキン ナリュー」

[pja:ïnu  jo:kaibadu  aɾo:muno:  m:na:ki  

kaɾa:kin  naɾju:] 

ムﾟーナーキガ ダイ[m:na:kiɡa dai]〈名詞〉半

分の値段。<これは買った半分の値段です>「ク

リャー コータームヌヌ ムﾟーナキガ  ダイ」

[kuɾja:  ko:ta:munun  m:na:kiɡa  dai] 

ムﾟーナキ スグトゥ[m:na:ki  sïɡutu]〈連語〉

中途半端な仕事。手抜き仕事。<彼に仕事を頼む

と手抜き仕事になる>「カインカイ スグ

トゥー タヌムﾟツカー ムﾟーナーキスグ

トゥンドゥ ナイﾟ」[kaiŋkai  sïɡutu:  

tanumtsïka:  m:na:kisïɡutundu  naï] 

ムﾟーナーキ スス[m:na:ki  sïsï]〈連語〉中途

半端にする。手抜きでする。<中途半端にする人

には頼むな>「ムﾟーナキ スス プｽトゥンカ

イ ヤ  タ ヌ ム ﾟ ナ 」 [m:na:ki  sïsï  

pïtuŋkaija  tanumna] 

ムﾟーナーキナー[m:na:kina:]〈名詞〉半分ずつ。

<少ないから半分ずつに分けて食べなさい>「イ

キャラカイバ ムﾟーナーキナー バキー 

ファイ」[ikjaɾakaiba  m:na:kina:  baki:  

fai] 

ムﾟーナーキ ノーイﾟ[m:na:ki  no: ï]〈名詞〉

物事が半分だけ回復する。<彼は退院したが半

分回復しただけだそうだ>「カリャー タイイ

ンナシー キシュースゥガドゥ ムﾟーナーキ 

ノー イ ﾟッ ツァー」 [kaɾja:  tainnaʃi:  

kiʃu:suɡadu  m:na:ki  no:ïtstsa] 

ムﾟーナーキ バキ[m:na:ki  baki]〈名詞〉半分

分配する。<配る人数が多いので半分分配をし

ます>「ナカーイﾟ プｽトゥヌ ムﾟチューイバ 

ムﾟーナーキ バキ スゥーディ」[naka:ï  

pïtunu  mtʃu:iba  m:na:ki  baki  su:di] 

ムﾟーナーキ フォー[m:na:kifo:]〈名詞〉半分食

べ。十分に食べられなかった状態。<昼飯は急い

でいたので半分食べだった>「アシャー アワ

テュー タイバドゥ  ムﾟーナーキ フォー 
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ヤター」[aʃa:  awatju:  taibadu  m:na:ki  

fo:  jata:] 

ムﾟーナーキムヌ[m:na:kimunu]〈名詞〉半分なも

の。中途半端なもの。<持ってきた物を調べると

みんな中途半端なものだ>「ムチクｽスター  ム

ヌー ミーツカー ムﾟーナ ムﾟーナーキム

ヌサイガ」[mutʃikïsïta:  munu:  mi:tsïka:  

m:na  mu:nakimunusaiɡa] 

ムﾟーナグー[m:naɡu:]〈名詞〉砂。<コンクリと造

りの家には砂を使う>「クンクリヤー ツゥ

フゥンナ ムﾟーナグーヌドゥ ツコーサイ」

[kuŋkuɾija:  tsufunna  m:naɡu:judu  

tsïko:sai] 

ムﾟーナグー アスプｽ[m:naɡu: asïpï]〈名詞〉

砂遊び。<子どもたちは砂遊びが大好きです>

「ヤラビヌキャー ムﾟーナグーアスプｽヌ

ド ゥ  ド ゥ ク ヌ  プ カ ラ ス ム ヌ 」

[jaɾabinukja:  m:naɡu:  asïpïnudu  dukunu  

pukaɾasïmunu] 

ムﾟーナグー クス[m:naɡu:  kusï]〈名詞〉砂運

搬。砂運び。<家づくりで砂運びは辛い作業だ

よ>「ヤーフゥクｽンナ ムﾟーナグー  クスッ

サ ゜  コ ー ス グ ド ゥ サ イ 」 [ja:fukïnna  

m:naɡu:  kusïzza  ko:sïɡutusai] 

ムﾟーナグー  ズー[m:naɡu:  dzï:]〈名詞〉砂

地。<以前は砂地には西瓜は植えていた>「マイ

ナギンナ ムﾟーナグー  ズーンドゥ スー

コ ー バ ー  イ ビ ュ ー タ ー 」 [mainaɡinna  

m:naɡu:  dzï:ndu  sï:ko:ba:  ibju:ta:] 

ムﾟーナグーパマ[m:baɡu:pama]〈名詞〉砂浜。<宮

古島の海岸の砂浜では与那覇前浜 

が最も素晴らしい>「ミャークヌ ムﾟーナグー

パマー ユナパマイパマヌドゥ ジャーン 

ズ ミ サ イ 」 [mja:kunu  m:naɡu:pama:  

junapamaibamadudu  dʒa:n  dzïmisai] 

ムﾟーナグーパリ[m:naɡu:paɾi]〈名詞〉砂地畑。

<海岸べりには砂地畑が多い>「イムﾟバタンナ 

ムﾟーナグー  パリヌドゥ ムﾟチューサイ」

[imbatanna  m:naɡu:  paɾinudu  mtʃu:sai] 

ムﾟーナグー ンタプｽ[m:naɡu: ntabï]〈名詞〉

砂いじり。砂遊び。<砂は入れ物でどんな形にも

なるので子どもは砂いじりが好きです>「ムﾟー

ナグーヤ イﾟッシﾟムヌン ユリードゥ 

ノーシヌ カタームﾟマイ ナリバドゥ ヤラ

ビヌキャー ムﾟーナグー  ンタブｽヌ ゾー

カ ーサ イ」 [m:naɡu:ja  ïʒʒimunuɲuɾi:du  

no:ʃinu  katammai  naɾibadu  jaɾabinukja:  

m:naɡu:  ntabïnu  dzo:ka:sai] 

ムﾟーナグー ムﾟツ[m:naɡu: mtsï]〈名詞〉砂

道。<海岸べりには砂道が多い>「イムﾟバタンナ 

ムﾟーナグー  ムﾟツヌドゥ ムﾟチュー」

[imbatanna  m:naɡu:  m tsïnudu  mtʃu:] 

ムﾟーナシー[m:naʃi:]〈名詞〉みんなで。全員で。

全部で。総合して。<彼の仕事を皆で手伝う>「カ

イガ スグトゥー ムﾟーナシー カシー ス

ス」[kaiɡa  sïɡutu:  m:naʃi:  kaʃi:  sïsï] 

ムﾟーナジン[m:nadʒin]〈名詞〉無駄金。〈伊良部

方言〉 

ムﾟーナパタラクｽ[m:napataɾakï]〈名詞〉無駄働

き。〈伊良部方言〉 

ムﾟーナムヌ  フォー[m:namunu  fo:]〈名詞〉働

かず飯食いにだけ来る。只飯食い。<彼はいつも

只飯食いに来るよ>「カリャー イツママイ 

ムﾟーナムヌフォーガドゥ クｽスサイ」

[kaɾja:  itsïmai  m:namunu  fo:ɡadu  

kïsïsai] 

ムﾟーニー[m:ni:]〈名詞〉芋煮。<芋煮は早朝の母

親の仕事だった>「ムﾟーニーヤ ストゥムティ 

シャーカカラヌ アンナガ スグトゥドゥ 

ヤター」[m:ni:ja  sïtumutu  ʃa:kakaɾanu  

annaɡa  sïɡutudu  jata:] 

ムﾟーニーズル[m:ni:dzïru]〈名詞〉芋の煮汁。<

芋の煮汁を溢すのは大変な仕事だった>「ムﾟー

ヌ ニーズルー スタムﾟマ ウースグトゥ
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ドゥ ヤター」[m:nu  ni:dzïru:  sïtamma  

u:sïɡutudu  jata:] 

ムﾟーニーナビ[m:ni:nabi]〈名詞〉芋を煮る大鍋。

<芋を煮る鍋を洗うのは大変な仕事だった>

「ムﾟーニーナビュー アローヤ ウプナビヤ

バ ウースグトゥドゥ ヤター」[m:ni:nabju:  

aɾo:ja  upunabijaba  u:sïɡutudu  jata:] 

ムﾟーヌ[m::nu]〈名詞〉蓑。みの。棕櫚のひげや藁の

茎葉で作った昔の雨具。<昔は雨が降ったら蓑を付け

て仕事をした>「ンキャーンナ アミヌ フゥイﾟツ

カー ムﾟーヌ キシードゥ スグトゥーバー ス

スター」[ŋkja:nna  aminu  fuïtsïka:  m:nu  

kiʃi:du  sïɡutu:ba:  sïsïta:] 

ムﾟーヌ  シギ[m:nu  ʃiɡi]〈名詞〉か細い芋。

小さな芋。くず芋。<以前はくず芋でも大切な食

糧だった>「ンキャーンナ ムﾟーヌシギマイ 

アタラカ  フォームヌドゥ ヤター」

[ŋkja:nna  m:nu  ʃiɡimai  ataɾaka  

fo:munudu  jata:] 

ムﾟーヌ スス[m:nu  sïsï]〈名詞〉芋の煮汁。<

芋の煮汁を溢す>「ムﾟーヌ ニーススッスﾟｩ 

スタムﾟ」[m:nu  ni: sïsïzzu  sïtam] 

ムﾟーヌイﾟ[m:nuï]〈名詞〉芋おにぎり。芋団子。

<子どものころは芋おにぎりもよく食べた>「ヤ

ラビパダー ムﾟーヌイﾟッスﾟｩマイ ユー

ド ゥ  フ ォ ー タ ー 」 [jaɾabipada:  

m:nuïzzumai  ju:du  fo:ta:] 

ムﾟーヌイﾟギー[m:nuïɡi:]〈名詞〉植物。フクマ

ンギ。(ムラサキ科)。実は食べたが美味しくは

ない。 

ムﾟーヌ カー[m:nu  ka:] 〈名詞〉芋の皮。<芋

の皮は家畜の餌にした>「ムﾟーヌ カーユバ 

イクｽムスヌ フォームヌンドゥ ススター」

[m:nu  ka:juba:  ikïmusïnu  fo:munundu  

sïsïta:] 

ムﾟマフファニャーン[mmaffaɲa:n]〈連語〉美味し

くない。<僕は苦瓜は美味しくない>「バヤー 

ゴーラー ムマフファニャーン」[baja:  

ɡo:ɾa:  mmaffaɲa:ŋ] 

ム ﾟマフファニャーンギ  ムヌフフォー

[mmaffaɲa:ŋɡi  munufo:]〈連語〉美味しくな

さそうな食べ方。<他人の家では美味しくない

そうな食事の仕方はするな>「ピトゥヌ ヤー

ンナ ムﾟマフファニャーンギ ムヌフフォー

ユ バ ー  ス ス ナ 」 [pïtunu  ja:nna  

mmaffaɲa:ŋɡi  mumufo:juba:  sïsïna] 

ムﾟマムヌ[mmamunu]〈名詞〉美味しいもの。<美味

しい物を食べさせてもらうと誰でも嬉しい>

「ムﾟマムヌー フィーライツカー トーマイ 

プカラスムヌ」[mmamunu:  fi:ɾaitsïka:  

to:mai  pukaɾasïmunu] 

ムﾟマムヌチャーカ[mmamunutʃa:ka]〈名詞〉美味

しい物だけ。<死ぬまで美味してものだけを食

べて生きたい>「スンキャー ムﾟマムヌチャー

カ ファイー イクｽディ プスーヌ」

[sïŋkja:  mmamunu:tʃa:ka  fai:  ikïdi  

busï:nu] 

ムﾟマムヌバーキ[mmamunuba:ki]〈名詞〉美味しい

物ばかり。<今日は美味しいものばかり食べて

満足です>「キューヤ ムﾟマムヌバーキ 

フォータイバドゥ クｽムプキューサイ」

[kju:ja  mmamunuba:ki  fo:taibadu  kïmu  

puɡju:] 

ムﾟマムヌ ファイヤ[mmamunu faija]〈名詞〉美

食家。美味しい物だけ食べる人。<最近は美食家

が仕事になる>「ンナマナギャー ムﾟマムヌ 

フファイヤヌドゥ スグトゥン ナイﾟ」

[nnamanaɡja:  mmamunu  ffaijanudu  

sïɡutun  naï] 

ムﾟマヤー[mmaja:]〈名詞〉母親の実家。実家。生

家。<今日は母の実家に遊びに行く>「キューヤ 

ムﾟマヤーンカイドゥ アスプｽガ イクｽガマ

タ 」 [kju:ja  mmaja:ŋkaidu  asïpïɡa  

ikïɡamata] 
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ムﾟマームﾟマ[mma:mma]〈形容詞〉最高に美味

しい。<君のあげた砂糖てんぷらは最高

に 美 味 し い ね >「ヴヴァガ ツゥフゥター 

サタパンビンナ アティヌ ムﾟマームﾟマサ

イ ガ 」 [vvaɡa  ɾsufuta:  satapambinna  

atinu  mmamunusaiɡa] 

ムﾟマムイﾟ  フファ[mmamuï  ffa]〈名詞〉母親

から離れない子ども。母親に懐き過ぎの子ども。

<母親に懐き過ぎの子どもは手がかかる>「ムﾟ

マムイﾟ フファー ティーヌドゥ カカイﾟ」

[mmamuï  ffa:  ti:nudu  kakaï] 

ムﾟマヤー[mmaja:]〈名詞〉母の実家。<旧暦の十

六日には母の実家に行く〉「ジュールクニツン

ナ ム ﾟマヤーンカイ イク ｽガマタ」

[dʒu:ɾukunitaïnna  mmaja:ŋkai  ikïɡamata] 

ムﾟマラス[mmaɾasï]〈動詞〉 

①生ませる。<難産だったがやつとかっとで産

ませた>「ナスカニ ススタースゥガドゥ 

ヤットゥカットゥシー ムﾟマラスター」

[nasïkani  sïsïta:suɡadu  jattukattuʃi:  

mmaɾasïta: ] 

②成就させる。輩出する。<やっとこの集落から

も医者を輩出した>「ヤットゥドゥ クヌ ブ 

ラクカラマイ イショー ムﾟマラスター」

[jattudu  kunu  buɾakukaɾamai  iʃo:  

mmaɾasïta:] 

ムﾟマリ[mmaɾi]〈動詞〉 

①生まれる。<男の子が生まれる>「ビキフファ

ヌ ムﾟマリ」[bikivvanudu  mmaɾi ] 

②出来た。<新しい公民館が出来た>「ミイﾟーヌ 

ブムﾟミャーヌドゥ ムﾟマリター」[miï:nu  

bummja:nudu  mmaɾita:] 

ムﾟマリカーイﾟ[mmaɾika:ï]〈名詞〉生まれ変わる。

<生まれ変わるのなら次は鳥になりたい>「ムﾟ

マリカーイﾟツカー ツギャー トゥイﾟンカ

イドゥ ナイﾟブスーヌ」[mmaɾika:ïtsïka:  

tsïɡja:  tuïŋkaidu  naïbusï:nu] 

ムﾟマリガツナヌ[mmaɾiɡa  tsïnanu]〈連語〉生

まれつきの。<彼の頑固さは生まれつきで治ら

ない>「カイガ ガーズゥーヤ ムﾟマリガツナ

ヌ ムヌヤバ ノーラン」[kaiɡa  ɡa:dzu:ja  

mmaɾiɡatsïnanu  munujaba  no:ɾan] 

ムﾟマリカニ[mmaɾikani]〈形容詞〉生まれ兼ねて。

難産。<僕の長男はお産の時難産で心配した>

「バガ チャクシャー ナストゥキャーン 

ムﾟマリカニ ススタイバドゥ シュワ スス

タ ー 」 [baɡa  tʃakuʃa:  mmaɾitukja:n  

mmaɾikani  sïsïtaibadu  ʃiwa  sïsïta:] 

ムﾟマリカラズ[mmaɾikaɾadzï]〈名詞〉産毛。赤児

の髪。<うぶ毛が細くて柔らかい毛だから触る

と気持ち良い>「ムﾟマリカラズヌ イミーッ

チャシヌ  ヤパカラズヤバドゥ カガローズ

ミサイ」[mmaɾikaɾadzïnu  imi:tʃtʃaʃinu  

japa] 

ムﾟマリショー[mmaɾiʃo:]〈名詞〉生まれつき持っ

てる性分。<彼の心配性は生まれつきだ>「カイ

ガ シュワズゥーサー ムﾟマリショーサイ」

[kaiɡa  ʃiwadzu:sa:  mmatiʃo:sai] 

ムﾟマリズマ[mmaɾidzïma]〈名詞〉生まれた集落。

故郷。<僕の故郷は宮古島です>「バガ ムﾟマリ

ズマー ミャーク」[baɡa  mmaɾidzïma:  

mja:ku] 

ムﾟマリヌ  ゾーカイバ[mmaɾinu  dzo:kaiba]

〈名詞〉育ちが良いから。<彼は育ちが良いから

食事マナーもよい>「カリャー ムﾟマリヌ 

ゾーカイバドゥ ムヌフォーマイ カギカー」

[kaɾja:  mmaɾinu  dzo:kaibadu  munufo:mai  

kaɡimunu] 

ムﾟマリツクｽ[mmaɾitsïkï]〈名詞〉生まれた月。

<私の生まれ月は三月です>「バガ ムﾟマリツ

ク ｽ ッ サ ゜ サ ン ガ ツ サ イ 」 [baɡa  

mmaɾitsïkïzza  sanɡatsïsai] 

ムﾟマリツクｽ[mmaɾitsïkï]〈名詞〉生まれつき。

天性。性分。先天的。根っから。<私は生まれつ
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きおっちょこちょいなんだよ>「バヤー ムﾟマ

リツクｽ  カカミキャガマユー」[baja:  

mmaɾitsïkï  kakamikjaɡamaju:] 

ムﾟマリツクｽ[mmaɾitsïkï]〈名詞〉生まれた月。

誕生月。<先月は子どもの誕生月だった>「マイ

ヌ ツクｽッサﾟ フファヌ ムﾟマリツクｽ

ドゥ ヤター」[mainu  tsïkïzza  ffanu  

mmaɾitsïkïdu  jata:] 

ムﾟマリデャーンス ムﾟマリ[mmaɾidja:nsï  

mmaɾi]〈名詞〉生まれ甲斐もなく生まれる。謂

れを持って生まれる。生まれべくなくして生ま

れる。<生まれ甲斐もなく生れる命はない>「ムﾟ

マリデャーンス ムﾟマリティヌ ンヌッツァ 

ニャーン」[mmaɾidja:nsï  mmaɾinu  nnutstsa  

ɲa:ŋ] 

ムﾟマリトーン アミシミ ユー[mamaɾito:nʃi:  

amiʃimi  ju:]〈名詞〉産湯。生まれてすぐ浴

びせる湯。 

ムﾟマリトーン アラパズミ クｽスクｽン

[maɾito:n  aɾapadzïmi  kiʃikïn]〈名詞〉産

着。生まれてすぐ着せる服。 

ム ﾟ マ リ ト ー ン カ ラ  ウ イ ユ ー  キ ー

[maɾitonkaɾa  uiju:  ki:]〈名詞〉産毛。生

まれた時に生えている毛。 

ムﾟマリトゥキャーン ナクｽクイ[mmaɾitukja:n  

nakïkui]〈名詞〉産声。生まれたる時に泣く声。 

ムﾟマリーカラドゥ[mmaɾi:kaɾadu]〈連語〉生まれ

てからぞ。<子どもは生まれてからこそ後が大

切だよ>「フファー ムﾟマリーカラヌ アトゥ

カラドゥ ダイズダラ」[ffa:  mmaɾi:kaɾanu  

atukaɾadu  daidzïdaɾa] 

ムﾟマリナツキ[mmaɾinatsïki]〈名詞〉生まれつき。

生まれながら。<彼は生まれつき優しいです>

「カリャー ムﾟマリナサキ クｽムカギムヌサ

イ」[kaɾja:  mmaɾinatsïki  kïmukaɡimunusai] 

ムﾟマリナギナヌ ウヤキ[mmaɾinaɡina ujaki]

〈名詞〉生まれつき裕福。<彼は生まれつき裕福

だ>｢カリャー ムﾟマリナギナヌ ウヤキダ

ラ｣[kaɾja:  mmaɾinaɡina  ujakidaɾa] 

ムﾟマリナツキ  カーギ[mmaɾinatsïki ka:ɡi]

〈名詞〉生まれつき容姿。<生れつきの容姿は美

しい>｢ムﾟマリナギナヌ  カーキヤ ゾーカー

ギ｣[mmaɾinaɡinanu  ka:ɡija  dzo:ka:ɡi] 

ムﾟマリヌ  ゾーカイバ[mmaɾinu  dzo:kaiba]

〈名詞〉育ちが良いから。<彼は育ちが良いから

食事マナーもよい>「カリャー ムﾟマリヌ 

ゾーカイバドゥ ムヌフォーマイ カギカー」

[kaɾja:  mmaɾinu  dzo:kaibadu  munufo:mai  

kaɡimunu] 

ムﾟマリバン[mmaɾiban]〈名詞〉幼児班。蒙古斑。

乳幼児の尻などにみられる黒い班。<赤子には

生まれた時に尻に黒い斑があるんだよ>「アカ

ンガンナ ムﾟマリトゥキャーンドゥ チビタ

イﾟン ムﾟマリバンヌ アーダラ」[akaŋɡanna  

mmaɾitukja:ndu  tʃibitaïn  mmaɾibannu  

a:daɾa] 

ムﾟマリハンジョー[mmaɾihandʒo:]〈名詞〉子孫繁

栄。子宝繁盛。<子孫繁栄は家族全員の希望だ>

「ムﾟマリハンジョーヤ ヤーデャー ムﾟー

ナガ ヌズゥムﾟクトゥサイ」[mmaɾihandʒo:ja  

ja:dja:  m:naɡa  nudzumkutusai] 

ムﾟマリプｽカズ[mmaɾip ïkadzï]〈名詞〉生まれ

た日。誕生日。<年取ると誕生日も忘れる>「トゥ

ススゥ トゥイﾟツカー ムﾟマリプｽカズマイ

ドゥ バシドゥス」[tusïsu  tuïtsïka:  

mmaɾipïkatstsumai  baʃidusï] 

ムﾟマリビキダチャ[mmaɾibikidatʃa]〈名詞〉一生

結婚しない男性。生涯独身男。<私の伯父は一生

独身でした>「バガ ウプヤー ムﾟマリビキダ

チ ャ ド ゥ  ヤ タ ー 」 [baɡa  upuja:  

mmaɾibikidatsadu  jata:] 

ムﾟマリミーダシャ[mmaɾimi:datʃa]〈名詞〉一生

結婚しない女性。生涯独身女性。<最近は結婚し

ない女性が多いとの事だが彼らは皆生涯独身
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女性になるのだろうか>「ンナマナギャー ササ

ギュー スゥーン ミドゥムﾟヌドゥ ムﾟチュー

ティヌ クトゥヤスゥガ カイター ムﾟーナ 

ムﾟマリミーダチャンドゥ ナイﾟガマタビャー」

[nnamanaɡja:  sasaɡju:  su:n  midumnukja:nudu  

mtʃu:tinu  kutujasuɡa  kaita:  m:na  

mmaɾimi:datsandu  naïɡamatabja:] 

ムﾟマリヤヴ[mmaɾijav]〈名詞〉出産時の事故。出産

時の障害。<出産時の障害によって障害児は生まれ

ることがある>「ムﾟマリヤヴヴァ ドゥーヤヴヴィ 

フファヌ ムﾟマリクトゥヌ アー」[mmaɾijavva  

du:javv  ffanu  mmaɾikutunudu  a:] 

ムﾟマリンキャー[mmaɾiŋkja:]〈名詞〉生まれない内

に。生まれない前に。<赤ちゃんが生まれない前に

準備すべきものは準備する>「アカンガヌ ムﾟマリ

ンキャードゥ スコーイﾟガマタヌ ムヌーバー 

ス コ ー リ 」 [akaŋɡanu  mmaɾiŋkja:du  

sïko:ïɡamatanu  munu:ba:  sïko:ɾi] 

ムﾟマワー[mmawa:]〈名詞〉母豚。出産した親豚。

<母豚は多くの子豚を産む>「ムﾟマワーヤ 

ヨーダキヌ フフォードゥ ナス」[mmawa:ja  

jo:dakinu  ffo:du  nasï] 

ムﾟマン[mman]〈動詞〉熟しない。<桃が熟しない>

「ムムﾟヌドゥ ムﾟマン」[mumnudu  mmaŋ] 

ムﾟマン パッジ[mman  padʒdʒi]〈名詞〉母に死

に別れ。母に逸れて。<戦後は母に死に別れた子

どもたちが多かった>「イヴサアトゥンナ ムﾟ

マン パッジ フファヌキャーヌドゥ ヨー

ダキ ウーター」[ivsaatunna  mman  padʒdʒi  

ffanukja:nudu  jo:daki  u:ta:] 

ムﾟミ[mmi]〈名詞〉頂。嶺。<山の頂上に雲がか

かっている>「ヤマヌ ムﾟミンドゥ フゥムﾟ

ヌ カカリュー」[jamanu  mmindu  fumnu  

kakaɾju:] 

ムﾟミ[mmi]〈名詞〉胸。<胸がときめいている>「ムﾟ

ミ ヌ ド ゥ  プ ト ゥ ミ キ ュ ー 」 [mminudu  

putumikju:] 

ムﾟミー[mmi:]〈動詞〉熟して。果実が熟す

る。<庭の九年母が熟しているので採っ

て 食 べ た >「 ミ ナ カ ヌ  フ ゥ ニ イ ﾟヌ 

ム ﾟミ ー  ウ ー タ イ バ ド ゥ  ト ゥ イ 

フ ォ ー タ ー 」 [minakanu  funiïnu  mmi:  

u:taibadu  tui  fo:ta:] 

ムﾟミー[mmi:]〈動詞〉濡れて。<雨に濡れて

帰 っ て き た >「 ア ミ ン  ム ﾟミ ー ド ゥ 

ヤーンカイ クｽスター」[amin  mmi:du  

ja:ŋkai  ikïta:] 

ムﾟミヴツ[mmivtsï]〈名詞〉みぞおち。鳩尾。<み

ぞおちが突かれると息が止まる>「ムﾟミヴツヌ 

ダミライツカー イクｽヌドゥ トゥマイﾟ」

[mmivtsïnu  damiɾaitsïka:  ikïnudu  tumaï] 

ムﾟミヴツガミ[mmivtsïɡami]〈連語〉鳩尾で。<走

りすぎて鳩尾まで痛くなってきた>「アティ 

トゥバシードゥ ムﾟミヴツガミ ヤムﾟフゥ 

ナリュー」[ati  tubaʃi:du  mmivtsïɡami  

jamfu  naɾju:] 

ムﾟミクズ[mmikudzï]〈名詞〉喉詰まり。<芋を食

べると喉詰まりがする>「ムﾟーム フォーツ

カー ムﾟミクズフゥトゥ ナイﾟ」[m:mu  

fo:tsïka:  mmikudzïfudu  naï] 

ムﾟミダティ[mmidati]〈屋号〉野原集落。申組。

平良カナ家屋号。 

ムﾟミダティ[mmidati]〈屋号〉野原集落。申組。

平良メガ家屋号。 

ムﾟミツズ[mmitsïdzï]〈名詞〉峰の天辺。峰の頂

上。<峰の天辺には月がかかっている>「ムﾟミツ

ズンナ ツクｽスゥヌドゥ カカリュー」

[mmitsïdzïnna  tsïkïsunudu  kakaɾju:] 

ムﾟミドゥンドゥン[mmidundun]〈擬態語〉胸の

高鳴り。胸がどんどんする。胸のとき

めき。<とてもびっくりして胸がどんど

ん す る >「 アテ ィ  ウ ド ゥ ル キー ドゥ 

ムﾟミドゥンドゥンティー ウー」[ati  

uduɾuki:du  mmidundunti:  u:] 
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ムﾟミナーギ[mmima:ɡi]〈名詞〉峰伝いに。<嶺伝

いに歩いて行く>「ムﾟミナーギ アイﾟキー 

イクｽ」[mminaɡi  aïki:  ikï] 

ムﾟミバタヤム[mmibatajam]〈名詞〉胃痛。胃痙攣。

<悩みがあって胃が痛い>「クｽムヤミードゥ 

ムﾟミバタヤムﾟヌ ウクリュー」[kïmujami:du  

mmibajamnu  ukuɾju:] 

ムﾟミプトゥプトゥ[mmiputuputu]〈擬態語〉胸ド

キドキ。胸が震える。恐怖で震える。<幽霊がい

ると聞いて胸どきどきとしている>「マズムヌ

ヌドゥ ウーティー クｽキッティドゥ ムﾟ

ミプトゥプトゥティー ウー」[madzïmununudu  

u:ti:  kïkittidu  mmiputupututi:  u:] 

ムﾟミャイﾟ[mmja ï]〈動詞〉お出でになる来なさ

る。御出でになる。<お婆さんは私の家にお出で

になる>「ムﾟマー バンタガ ヤーンドゥ 

ムﾟミャイﾟ」[mma:  ja:ndu  mmjaï ] 

ムﾟミャチ[mmatʃi]〈動詞〉いらっしゃい。<お祖

母ちゃんこちらにいらっしゃい>「ムﾟマー ク

マンカイ ムﾟミャチ」[mma:  kumaŋkai  

mmjatʃi] 

ムﾟミュー[mmju:]〈動詞〉紡いだ糸。<紡いだ糸は

片づけた>「ムﾟミューバー ンナスドゥスター」

[mmju:ba:  nnasïdusïta:] 

ムﾟムーシャ[mmuʃa]〈名詞〉貝類。たから貝。〈伊

良部方言〉 

ムﾟムクズ[mmukudzï]〈名詞〉芋屑。芋澱粉。<芋

くずは蒸して団子にします>「ムﾟムクッズゥ

バー ムブシー ムﾟーヌイﾟン スゥーディ」

[mmukudzdzuba:  mbuʃi:  m:nuïn  su:di] 

ムﾟメーガムﾟメー[mme:ɡamme:]〈擬声語〉山羊の

鳴き声。<山羊がめえーめえーと鳴いている>

「ピンザヌドゥ メーメーティー ナキュー」

[pindzanudu  mme:ɡamme:ti  nakju:] 

ムﾟモーイ[mmo:i]〈感動詞〉ごめん下さい!。<ご

めん下さい!。いらっしゃいますか>「ムﾟモーイ 

ウラマイﾟドスナー」[mmo:i!  uɾamaïdusïna:] 

ムﾟモーガムﾟモー[mmo:ɡammo:]〈擬声語〉モー

モー。牛の鳴き声。<牛がモーモーと鳴いている

ので草を上げなさい>「ウスヌ ムﾟモーガムﾟ

モーティー ナキューイバ フゥソー アズ

キル」[usïnu  mmo:ɡammo:ti:  nakju:iba  

fusa:  adzïkiɾu] 

 

｢ン｣[n] 

 

ンーンー[n:n:]〈感動詞〉はいはい。了解の返事。

<はいはい!君の言う事は了解した>「ヴヴァガ 

ア イ ﾟ ム ヌ ー バ ー  ン ー ン ー 」 [vvaɡa  

aïmunu:ba:  n:n:] 

ンーガナ[n:ɡana]〈感動詞〉はい。了解。解った。

了解した時の返事。<はい!一緒に行くよ>「ンー

ガ ナ  マ ー ツ キ  イ カ デ ィ 」 [n:ɡana  

ma:tsïki  ikadi] 

ンーダカリー[ŋ:dakaɾi]〈連語〉似たように。そっ

くり。よく似ている。<彼は父親とそっくりだ>「カ

リャー アサムﾟマトゥドゥ ンーダカリー 

ウー」[kaɾja:  asammatudu  n:Dakaɾi:  u:] 

ンーカイバ[ŋ:kaiba]〈連語〉似ているので。<あ

の二人はよく似ているので双子だはず>「カヌ 

フゥターイﾟッサ゜ユー ンーカイバ フゥタ

ガパズ」[kanu  futa:ïzza  ju:  n:kaiba  

futaɡapadzï] 

ンーカイﾟ[ŋ:kaï]〈名詞〉似ている。<君たちは似

ている兄弟だね>「ヴヴァーター ンーカイﾟ 

キ ョ ー ダ イ サ イ ガ 」 [vvata:  n:kaï  

kjo:daisaiɡa] 

ンーカイﾟニャーン[ŋ:kaïɲa:n]〈連語〉似たよう

に。<二つの仕事は似たようにやってくれ>

「フゥーターツヌ スグトゥーバー ンーカ

イﾟニャーン ッシフィール」[futa:tsïnu  

sïɡutu:ba:  n:kaïɲa:n  ʃʃifi:ɾu] 

ンーガナ[n:ɡana]〈名詞〉了解。わかった。はい。

承諾の返事。<君に頼まれたことは了解した。や
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るよ>「ヴヴァン タヌマイター  クトゥバー 

ンーガナ スゥーディ」[vvan  tanumaita:  

kutu:ba:  n:ɡana  su:di] 

ンーガナティー[n:ɡanati:]〈連語〉素直に。<彼

は素直に私の話を聞く>「カリャー ンーガナ

ティドゥ バガ パナスッスﾟｩ クｽクｽ」

[kaɾja:  n:ɡanatidu  baɡa  panasïzzu  

kïkï] 

ンーカリー[ŋ:kati:]〈名詞〉似ている。<それら

は似ているので親子と分かる>「ウイター 

ンーカリーバ ウヤフファティー スサイ

ドゥス」[uita:  n:kaɾi:  uiba  ujaffati:  

sïsaidusï] 

ンーギサ[ŋ:saɡi]〈名詞〉よく似ている。<君たち

兄弟はみんな似ている>「ヴヴァタガ ビキ

リ ャ ー  ム ﾟ ー ナ  ン ー ギ サ 」 [vvata:  

bikiɾja:  m:na  ŋ:ɡisa] 

ンーギターリ[ŋ:ɡita:ɾi]〈名詞〉なんでもはいは

いと聞き入れる人。<君は人の言うことを何で

も聞くので損するぞ>「ヴヴァー ンギターリ

カイバ  スゥン  ススム ﾟドー」 [vva:  

ŋ:ɡita:ɾikaibadu  sun  sïsï] 

ンーギナリー[ŋ:ɡinaɾi:]〈名詞〉承知したような。

了解したような。<彼は頼んだ事は承知したよ

うな顔をしていた>「カリャー タヌンター 

クトゥーバー ンーギナリードゥ ウーター」

[kaɾja:  tanunta:  kutu:ba:  n:ɡi  

naɾi:du  u:ta:] 

ンーギ[ŋ:ɡi]〈名詞〉似たような。<二人は似たよ

うな顔だ>「フゥターイﾟッサ゜ンーギ ミパナ

サイガ」[] 

ンーギ ウイビマイ ユヌ タキャー ニャー

ン[ŋ:ɡi  uibimai  junu  takja:  ɲa:n] 〈こ

とわざ〉<同じ五本の指でも同じ高さのものは

ない>「同じ親から生まれた兄弟でもそれそれ

性格や考え味方も違うものだ。五本の指と同じ

でそれぞれに特性があり個性がある」 

ンーギターリムヌ[n:ɡita:ɾimunu]〈名詞〉優柔不断

な奴。<彼は他人の言うことに惑わされる優柔不断

な奴だ>「カリャー プｽトゥヌ アンズムヌイﾟン 

ドゥマヴヴァイサイーヌ ンギターリムヌサイ」

[kaɾja:  bïtunu  andzïmunuïn  dumavvaisainu  

ŋ:ɡita:ɾimunu] 

ンーギフファニャーン[ŋ:ɡiffaɲa:n]〈連語〉似て

はいない。<彼らは兄弟でも二人は似ていない>

「カイター キョーダイヤラーマイ フゥター

イﾟッサ゜ ンーギフファニャーン」[kaita:  

kjo:daijaɾa:mai  futa:ïzza  ŋ:ɡiffaɲa:ŋ] 

ンーギ プｽトゥ[ŋ:ɡi  pïtu]〈名詞〉似たよう

な人。<君と似たような人が来ていた>「ヴヴァ

トゥ ンーギ プｽトゥヌドゥ キシューター」

[vvatu  ŋ:ɡi  pïtunudu  kiʃu:ta:] 

ンーサ[ŋ:sa]〈名詞〉同じ．同等。似ている。<似

たもの同士いっしょに行け>「ンーサムヌ ザ

ラ ー カ  マ ー ツ キ  ピ リ 」 [n:samunu  

dzaɾa:ka  ma:tsïki  piɾi] 

ンーサヌ[n:sanu]〈形容詞〉似ている。<君たち二

人はよく似ている。誰が誰だかわからない>「ヴ

ヴァタ フゥターイﾟ アティ ンーサヌ 

トーガトーガラ スサイン」[vvata:  futa:ï  

ati  n:sanu  to:ɡato:ɡaɾa  sïsaiŋ] 

ンーサフゥササ[ŋ:safusasa]〈名詞〉似たもの同士。

似たり寄ったり。「ンーサブーサ」[n:sabu:sa]と

も言う。<君たち二人がやることは似たり寄ったり

だよ>「ヴヴァタ フゥターイﾟガ ススクトー 

ンーサフゥササ  サイガ」[vvata  fa:ïɡa  

sïsïkuto:  n:safusasa  saiɡa] 

ンーサムヌ[ŋ:samunu]〈名詞〉同じような者。似

た物。<君たちは似たものを買って来たね>「ヴ

ヴァーター ンーサムヌードゥ カイキ

シュークｽサイガ」[vvata:  n:samunu:du  

kaikiʃu:kïsaiɡa] 

ンーサムヌ[ŋ:samunu]〈名詞〉似た者。<似た者同

士で遊びに行った>｢ンームヌ ザカーカドゥ 
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ア ス プ ｽ ガ  イ ク ｽ タ ー ｣ [n:samunu  

dzaɾa:kadu  asïpïɡa  ikïta:] 

ンーシー[ŋ:ʃi:]〈連語〉似たように。そっくりな。

同じように。<二人はそっくりなので区別がで

きない>「フゥターイﾟッサ゜ンージー ウイバ

ドゥ トーガラ スサイン」[futa:ïzza  

n:ʃi:  uibadu  to:ɡaɾa  sïsaiŋ] 

ンーシヌ[ŋ:ʃinu]〈名詞〉そっくりな。似ている。

同じような。<同じようなものを買ってきなさ

い>「ンーシヌ ムヌー カイクー」[n:ʃinu  

munu:  kaiku:] 

ンーダカリー[n:Dakaɾi:]〈連語〉似たように。同

じように。<二人は似ているので間違われる>

「フゥターイﾟッサ゜ンーダカリー ウイバ

ドゥ チガーイライ  ウー」[futa:ïzza  

n:Dakaɾi:  uibadu  tʃiɡa:ɾai  u:] 

ンーティー[n:ti:]〈連語〉はいと。<彼がそう言っ

ているのにはいと聞いたらどうか>「カイガ ア

ンチー アンジュームヌー ムﾟーティ クｽクｽ

チカー ノーシーヤバ」[kaiɡa  antʃi: 

andʒu:munu:  m:ti  kïkïtsïka:  no:ʃi:jaba] 

ンーティマイ グーティマイ アイﾟッサ゜ン

[n:ti:mai  ɡu:ti:mai  aïzzain]〈連語〉うん

ともすんとも言わない。<彼は何を尋ねてもう

んともすんとも言わない>「カリャー ノーユ 

サバキャーマイ ンーティーマイ グー

ティーマイ アイﾟッサ゜ン」[kaɾja:  no:ju  

sabakja:mai  n:ti:mai  ɡu:ti:mai  aïzzaŋ] 

ンーティヤ[ŋ:tija]〈連語〉はいとは。<そのこと

にハイとは言えない>「ウヌ クトゥンカイヤ 

ン ー テ ィ ヤ  ア イ ﾟ ッ サ ﾟ イ ン 」 [unu  

kutuŋkaija  n:tija  aïzzaiŋ] 

ンーフファニャーン[ŋ:ffaɲa:n]〈連語〉似ていな

い。<彼らは兄弟だけど似ていない>「カイター 

キョーダイ  ヤスゥガドゥ ンーフファ

ニャーン」[kaita:  kjo:dai  jasuɡadu  

n:ffaɲa:ŋ] 

ンーナ[ŋ:na]〈名詞〉空っぽ。(旧城辺町方言)(伊

良部方言)<今日は中身のないお汁を飲まされ

た>「キューヤ ンーナズルードゥ ヌマサイ

ター」[kju:ja  n:nadzïɾu:du  numasaita:] 

ンームヌヤー[n:munuja:]〈連語〉似ているね。<そ

れらは親子似ているね>「ウイター ウヤフファ 

ンームヌヤー」[uita:  ujaffa  n:munuja:] 

～ンガ[ŋɡa]〈助詞〉～に。場所を表す疑問代名詞

に「どこ」付く場合。◎<君はどこに置いたか>

「ヴヴァー ンザンガ ウツクｽタイバ」[vva:  

ndzaŋɡa  utsïkïtaiba]◎<君の家はどこにあ

るか>「ヴヴァガ ヤーヤ ンザンガ ア

リャー」[vvafa  ja:jandzŋɡa  aɾja:] 

～ンガ[ŋɡa]〈助詞>～なかったか。◎<どうして見

なかったか>「ノーティガ ミーッタンガ」

[no:tiɡa  mi:ttaŋɡa]◎<どうして行かない

か >「ノーティガ  イカンガ」[no:tiɡa  

ikattaŋɡa] 

ンガーナラス[ŋɡa:naɾasï]〈動詞〉免れさ。せる。

<彼は病弱だから仕事は免れさせる>「カリャー 

ビョーザヤバ スグトゥーバー ンガナーラ

ス 」 [kaɾja:bjodzajaba  sïɡutu:ba:  

ŋɡa:naɾasï] 

ンガーラス[ŋɡa:ɾasï]〈動詞〉放免する。<彼の仕

事を暫く放免する>「カイガ スグトー ア

ターマガマ ンガーナス」[kaiɡa  sïɡutu:  

ata:maɡama  ŋɡa:ɾasï] 

ンガーンガー[ŋɡa:ŋɡa]〈擬声語〉幼児の鳴き声。

<赤ちゃんが泣いている>「アカンガヌドゥ ン

ガーンガーティー ナキュー」[akaŋɡanudu  

ŋɡa:ŋɡa:ti:  nakju:] 

～ンカイ[ŋkai]<格助詞〉～に。～ヘ。体言及び体

言に準ずる語に付く。主体が移動する場合。

「へ」、「に」の「ンカイ」[ŋkai]になる。 

①用言の到達する場所。◎<学校に行く>「ガッ

コーンカイ イクｽ」[kakko: ŋkai  ikï]◎<家

に帰る>「ヤーンカイ プｽイﾟ」[ja:ŋkai  pïï] 
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②用言の相手を示す。◎<友達に聞いた>「ドゥ

スンカイドゥ クｽクｽター」[dusïŋkaidu  

kïkïta:]◎<犬が子どもに吠えている>「インヌ

ドゥ ヤラビカラ エソー ムロー」[innudu  

jaɾabiŋkai  buiju:] 

③用言の比較の基準。◎<親に似ている>「ウヤ

ンカイドゥ ンーダカリー ウー」[ujaŋkaidu  

n:Dakaɾi:  u:]◎<一つに二つを足す>「プｽ

ティーツンカイ フゥターッツゥ タラース」

[pïti: tsïŋkai  futa:tstsu  taɾa:sï] 

④用言の状態を起こす原因。◎<家が火事にな

る > 「 ヤ ー ヤ キ ン カ イ ド ゥ  ナ イ ﾟ 」

[ja:jakiŋkaidu  naï]◎<台風に家を壊れた>

「カジフゥクｽンカイドゥ ヤーユ トーサイ

ター」[kadʒifukïŋkaidu  ja:ju  to:saita:]

◎<風貌に惚れる>「カーギンカイ プリ」

[ka:ɡiŋkai  puɾi] 

～ンカイ[ŋkai]〈助詞〉～と。◎<僕も人の親とな

る>「バムﾟマイ プｽトゥヌ ウヤンカイ ナ

イﾟ」[bammai  pïtunu  ujaŋkai  naï]◎<花は

やがて実となる>「パナー ヤカティ ナイﾟン

カイドゥ ナイﾟ」[pana:  jaɡati  naïŋkaidu  

naï]◎<彼女は僕の嫁となる>｢カヌ ミドゥ

ムﾟマ バガ ユミンカイドゥ ナイﾟ｣[kanu  

midumma  baɡa  jumiŋkaidu  naï] 

ンカイ[ŋkai]〈動詞〉迎える。<彼を迎える>「カ

リュー ンカイ」[kaɾju:  ŋkai] 

ンカイ[ŋkai]〈動詞〉向き合う。<向き合って話を

する>「ンカイー パナスッスゥ スス」[ŋkai:  

panasïzzu  sïsï] 

ンガイ[ŋɡai]〈名詞〉胆のう。<胆のうは気をつけ

なさいよ>「ンカイユバー キーツキルヨー」

[ŋɡaijuba  ki:  tsïkiɾujo:] 

ンガイ[ŋɡai]〈動詞〉抜かれて。<財布から金を抜

かれた>「ジンフゥクルカラドゥ ジンヌ ン

ガ イ タ ー 」 [dʒinfukuɾukaɾadu  dʒinnu  

ŋɡaita:] 

～ンカイ[ŋkai]〈助詞〉～へ。 

①移動性の動作、作用の向かって進む目的地点、

方向を示す。◎<学校へ向かうバスが来た>

「ガックーンカイ ンコー バスヌ クｽス」

[ɡakku:ŋkai  ŋko:  basïnu  kïsï]◎<東に向

かって日の出を拝む>「アガイﾟンカイ ンカ

イー アガイﾟ  ティドー ウガムﾟ」

[aɡaïŋkai  ŋkai:  aɡaï  tido:  uɡam] 

②移動性の動作、作用が帰着するところを示す。

◎<目的地へたどり着く>「イクｽガマタヌ 

ト ゥ ク ル ン カ イ  イ キ ー  ツ ク ｽ 」

[ikïɡamatanu  tukuɾuŋkai iki:  tsïkï]◎<

川へ飛び込んで泳ぐ>「カーンカイ ブドゥ

キー ウーグｽ」[ka:ŋkai  buduŋki:  u:ɡï] 

③動作、作用の働き掛ける相手を示す。◎<別れ

る行く友に手を振る>「バカーリー ピイﾟ 

ドゥスンカイ ティーユ フゥイﾟ」[baka:ɾi:  

piï  dusïŋkai  ti:ju  fuï]◎<実家の母へ頼

む>「ヤームトゥヌ アンナンカイ タヌムﾟ」

[ja:mutunu  annaŋkai  tanum]◎<姉へ手紙を

書く>「アンガンカイ テガミュー カクｽ」

[aŋɡaŋkai  tiɡamju:  kakï] 

④(「ところへ」の形で)事の起こった場面を、

差し迫った意を含めて示す。◎<倒れた所へ車

が来た>「トーリター トゥクルンカイドゥ 

ク ル マ ヌ  キ ス タ ー 」 [to:ɾita:  

tukuɾuŋkaidu  kuɾumanu  kïsïta:]◎<風呂へ

はいたところに友達が来た>「ユーフゥルンカ

イ パイﾟター  トゥクルンカイドゥ  

トゥスヌ クｽスター」[ju:fuɾuŋkai  païta:  

tukuɾuŋkaidu  dusïnu  kïsïta:] 

～ンカイ[ŋkai]〈格助詞〉～に。 

〇共通語では格助詞「～に」が野原方言では｢ンカ

イ｣[ŋkai]になる用例。 

 ①行きつく場所、到着場所。◎<とうとう宮古に

着いた>「ンニャ ミヤークンカイドゥ ツキ

ニャーン」[nɲa:  mja:kuŋkaidu  tsïkiɲa:ŋ]
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◎<送った物は君の所に届く頃です>「ウクイﾟ

タームノー ヴヴァガ マインカイ ツクｽパ

ダ サ イ 」 [ukuïta:muno:  vvaɡamaiŋkai  

tsïkïpadasai] 

 ②成り行く状態。変成する場合。◎<明日は良い

天気になる>「アツァー ゾーヴァツクｽンカイ

ドゥ ナイﾟ」[atsa:  dzo:va:tsïkïŋkaidu  

naï]◎<これを方言に直す>「クリュー スマ

フ ゥ ツ ン カ イ  ノ ー ス 」 [kuɾju:  

sïmafutsïŋkai  no:sï] 

③「に」を添えた人なり事柄なりを標準にして、

それに持って行って添えるという趣がある。子

の場合普通「に」は格助詞「と」になる。◎<あ

の人に(と)途中で会った>「カインカイドゥ 

ムﾟツナカン ウーティー イデョーター」

[kaiŋkaidu  mtsïnakan  u:ti:  idjo:ta:] 

④人を目当てにして動作の向けられる相手。◎

<そんなことは他人には言えない>「アンチヌ 

クトー プｽトゥンカイヤ アンザイン」

[antʃinu  kuto:  pïtuŋkaija  andzaiŋ]◎<

彼に頼めばよい>「カインカイ タヌミバドゥ 

ゾーカー」[kaiŋkai  tanumibadu  dzo:ka:] 

〇格助詞「に」に、～ンカイ[ŋkai]・～ン[n]の両

方が使われる。 

 ①動作の手段としてのよりどころ。◎<親戚に

すがって生活する>「ウツゥッツァン(ンカイ)

スガリー トゥムツ スス」[utsutstsan  

sïɡaɾi:  du:mutsï  sïsï][utsutstsaŋkai  

sïɡaɾi:  du:mutsï  sïsï]◎<机に持たれて眠

る>「ツクイン(ンカイ) ムタイー ニヴ」

[tsïkin  mutai:  niv][tsïkiŋkai  mutai:  

niv] 

②比較の標準としてのよりどころ。◎<何から

何まで母に似ている>「ノーカラノーガミ ア

ンナン(ンカイ)ドゥ ンーダカリー ウー」

[no:kaɾa  no:ɡami  annan(ŋkai)du  

n:dakaɾi:  u:]◎<彼の背丈は君に近い>「カイ

ガ タキャー ヴヴンドゥ ツカカー」[kaiɡa  

takja:  vvan(ŋkai)du  tsïkaka:] 

③割り当て割合を示す。◎<二人に一人ぐらいは来

る>「フターイﾟン(ンカイ) タヴキャーバカー

イﾟッサﾟ アタイﾟドゥス」[futa:ïn(ŋkai)  

tavkja:bakaïzza  ataïdusï] 

ングｽグリ[ŋɡïɡuɾi]〈動詞〉抜き難い。<ハエキビ

は根っこが強くて抜き難い>「ナザクｽッサ゜ 

ニーヌ ツゥカイバドゥ ングｽグリーヌ」

[nadzakïza  ni:nu  tsukaibadu  

ŋɡïɡuɾi:nu] 

ングｽカニ[ŋɡïkani]〈連語〉抜き兼ねて。<太い釘

は抜き兼ねる>「ウプ フゥグｽッサ゜ングｽカ

ニドゥ スス」[upu  fuɡïzza  ŋɡïkanu  

sïsï] 

ンクｽザラ[ŋkïdzaɾa]〈名詞〉神酒を飲む皿。<神

酒を飲む皿は特別の皿です>「ンクｽッスﾟｩ ヌ

ムﾟサラー ンクｽサラティドゥ プカン 

アーター」[ŋkïzzu  numsaɾa:  ŋkïsaɾatidu  

pukan  a:ta:] 

ンクｽタリ[ŋkïtaɾi]〈名詞〉神酒造り。<昔は神に

捧げる神酒造りは未婚の若い女性が生米を噛

んで唾液で発酵させて製造したと以前私は聞

いた>「ンキャーンナ カムﾟンカイ スキ ン

クｽスﾟｩバー ササギュー スゥーンマイヌ 

バカ  ミドゥンヌキャーヌドゥ ナママイﾟッ

スゥ カンダリー ユダイﾟシー ンクｽタ

リー ススターティドゥ バヤー マイン 

クｽクｽターサイ」[ŋkja:nna  kamkai  sïki  

ŋkïjuba:sasaɡju:  su:mmainu  baka  

midumnukja:nudu  namamaïzzu  kandaɾi:  

judaïʃi:  ŋkïtaɾi:  sïsïta:tidu  main  

baja:  kïkïta:sai] 

ンクｽバナ[ŋkïbana]〈名詞〉軒下。<軒下は雨宿り

する所だよ>「ンクｽバナー アミグマイﾟ ス

ス ドゥクマサイ」[ŋkïbana:  amiɡumaï  

sïsï  dukumasai] 
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ンクｽバナムス[ŋkïbanamusï]〈名詞〉頭足類。ヤ

スデ。軒下の湿った所に生息することが多い。 

ンクｽムﾟ[ŋkïm]〈名詞〉にきび。<ニキビは青春の

シンボルなんだよ>「ンクｽムﾟマ バカムヌ

ティヌ クトゥサイ」[ŋkïmma  bakamunutinu  

kutusai] 

ンクッツ[ŋkutstsï]〈動詞〉子どもがむずかる。

幼児が焦れて泣く。<眠たくて子どもがむずが

る>「ニヴタカイバドゥ フファヌ ンクッツ」

[nivtakaibadu  ffanu  ŋkutstsï] 

ンクフゥ[ŋkufu]〈動詞〉差し込む。突き入れる。

<穴に指を突っ込んだら抜けなくなるぞ>「アナ

ンカイ ウイビュー ンクフゥツカー ンガ

インフゥ ナイﾟムﾟドー」[anaŋkai  uibju:  

ŋkufutsï:  ŋɡainfu  naïmdo:] 

ンクフィ[ŋkufi]〈動詞〉差し込め。突っ込め。<

穴の蟹は棒を突っ込んで追い出せ>「アナヌ 

カンヌバー ボーユ ンクフィー ウイダシ」

[ananu  kannuba:  bo:ju  ŋkufi:  uidaʃi] 

ンクムﾟ[ŋkum]〈動詞〉力む。気張る。力をこめる。

腹に力を籠める。<人は糞する時は皆力む>「プ

ｽトー フゥスゥー マイﾟトゥキャーンナ 

ムﾟーナ ンクムﾟドゥス」[pïto:  fusu:  

maïtukja:nna  ŋkumdusï] 

ンコー[ŋko:]〈動詞〉立ち向かう。顔を合わせる。

<顔を合わせたら話もできる>「ンコーツカー 

パナスマイ シライドゥス」[ŋko:tsïka:  

panasïmai  ʃiɾaidusï] 

ンコー[nko:]〈動詞〉挑戦する。立ち向かう。<出

来ないと思っても挑戦しなさい>「シライン

ティー ウムイヤーマイ ンカイ ミール」

[ʃiɾainti:  umuija:mai  ŋkaimi:ɾu] 

ンコーカニ[ŋko:kani]〈連語〉顔合わせ兼ねて。

<彼は恥ずかしがり屋だから顔を合わせ兼ねて

いる>「カリャー バスカムヤ ヤバドゥ ン

コーカニ ウー」[kaɾja:  padzïkasamuja  

jabadu  ŋko:kani  u:] 

ンコーカニ[ŋko:kani]〈連語〉挑戦し兼ねて。立

ち向かい兼ねて。<彼は怖がって挑戦し兼ねて

いる>「カリャー ウーヴヴィドゥ ンコーカ

ニ ウー」[kaɾja:  u:vvi:du  ŋko:kani  u:] 

ンザ[ndza]〈名詞〉どこ。どちら。◎<どこの浜に

行くのか>「ンザヌ パモーガ フゥマディ

リャー」[ndzanu  pamo:ɡa  fumadiɾjaa:]◎<

どこが君の家か>「ンザヌガ ヴヴァガ ヤー

ヤバ」[ndzanuɡa  vvaɡa  ja:jaba]◎<君はど

こから来たが>「ヴヴァー ンザカラガ クｽス

タリャー」[vva:  ndzakaɾaɡa  kïsïtaɾja:] 

ンザ～[ndza]〈名詞〉どこ～。◎<彼はどこの人か>

「カリャー ンザプｽトゥヤバ」[kaɾja:  

ndzapïtujaba]◎<君はどこの出身か>「ヴ

ヴァー ンザスマ ムﾟマリヤバ」[vva:  

nszasïma  mmaɾijaba] 

ンザンザ[ŋdzandza]〈連語〉どこどこ。<それぞれ

が行く場所はどこどことはっきり教えなさい>

「ドゥーナーガ イクｽガマタヌ トゥクノー

バ ンザンザティー マサーガン ナラーシ」

[du:na:ɡa  ikïɡamatanu  tukuno:ba:  

ndzaŋdzati:  masa:ɡan  naɾa:ʃi] 

ンザガー[ndzaɡa:]〈名詞〉どこかね。<彼の家は

どこかね>「カイガ ヤーヤ ンザガー」[kaiɡa  

ja:jandzaɡa:] 

ンザガミマイ[ŋɡ]〈連語〉どこまでも。<どこまで

も君と一緒に行く>「ンザガミマイ ヴヴトゥ 

マーツキ イカディ」[ndzaɡamimai  vvatu  

ma:tsïki  ikadi] 

ンザカラ[ŋdzakaɾa]〈名詞〉どこから。<君はどこ

が来たのか>「ヴヴァー ンザカラガ クｽス

ター」[vva:  ndzakaɾaɡa  kïsïtaɾja:] 

ンザカラガ バタフゥサリリガ[ndzakaɾaɡa  

batafusaɾiɡa]〈連語〉無性に腹が立つ。<彼の

無礼に無性に腹が立つ>「カイガ ブリーンナ 

ン ザ カ ラ ガ  バ タ フ ゥ サ リ ガ 」 [kaiɡa  

buɾi:nna  ndzakaɾaɡa  batafusaɾiɡa] 
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ンザカラマイ[ndzakaɾamai]〈連語〉どこからも。

<どこからも風は吹いていない>「ンザカラマイ 

カジャー フゥキャー ウラン」[ndzakaɾamai  

kadʒa:  fukja:  uɾaŋ] 

ンザカラ ンザガミ[ŋdzakaɾa  ndzaɡami]〈連語〉

どこからどこまで。<どこからどこまでが君の畑

か>「ンザカラ ンザガミガ ヴヴァガ バリヤ

バ」[ndzakaɾan dzaɡamiɡa  vvaɡa  paɾijaba] 

ンザガラー[ndzakaɾa:]〈名詞〉どこかに。<財布

はどこかに置いたが思い出せない>「ジンフゥ

クルーバー ンザガラーン ウツクｽター 

ス ゥ ガ ド ゥ  ウ ム イ ダ サ イ ン 」

[dʒinfukuɾu:ba:  ndzaɡaɾa:n  utsïkïta:  

suɡadu  umuidasaiŋ] 

ンザガラープストゥ[ndzaɡaɾa:pïtu]〈名詞〉どこ

かの人。所在の分からない人。<どこかの人だけ

ど、どこの人だかわからない>「ンザガラープｽ

トゥ ヤスゥガドゥ ンザヌプｽトゥガラ ス

サ イ ン 」 [ndzaɡaɾa:  pïtujasuɡadu  

ndzapïtuɡaɾa  sïsaiŋ] 

ンザナギュー[ndzanaɡju:]〈名詞〉どの辺を。<彼

は今頃どの辺りを歩いているだろう>「カ

リャー ンナマナギャー ンザナギューガ 

アイﾟキューガラヤー」[kaɾja:  nnamanaɡi  

ndzanaɡju;ɡa  aïkju:ɡaɾaja:] 

ンザヌ プｽトゥヤリャー[ndzanu  pïtujaɾja:]

〈成句〉どこの人か。どこの生まれですか。<君

はどこの生まれですか>「ヴヴァー ンザヌ 

プ ｽ ト ゥ ヤ リ ャ ー 」 [vva:  ndzanu  

pïtujaɾja:] 

ンザムﾟマリ[ndzammaɾi]〈連語〉どこの生まれ。

出身地。<君はどこの生まれか>「ヴヴァー ン

サムﾟマリヤバ」[vva:  nszammaɾijaba] 

ンザーンカイマイ[ndza: ŋkaimai]〈連語〉何処

にも。<ここからどこにも行くな>「クマカラ 

ンサーンカイマイ イクｽナ」[kumakaɾa  

ndza:ŋkaimai  ikïna] 

ンザーンマイ[ndza:ŋmai]〈名詞〉何処にも。<探

したけど何処にもいない>「トゥミタースゥガ

ドゥ ンザーンマイ ウラン」[tumita:suɡadu  

ndza:nmai  uɾaŋ] 

ンザタナギ[ndzanaɡi]〈名詞〉どの辺。<どの辺り

に君の家はあるか>「ンザタナギンガ ヴヴァ

ガ  ヤーヤ  アリャー」 [ndzatanaɡiŋɡa  

vvaɡa  ja:ja  aɾja:] 

ンザティー ニャーダナ[ndzatja:  ɲa:dana]

〈連語〉<所かまわず唾を吐くな>「ンザー

テャーニャーダナ トゥパクｽ パクｽナ」

[ndzatja:  ɲa:dana  tupakïzzu   pakïna] 

ンザナギ[ndzanaɡi]〈名詞〉どこの辺り。<君の家

はどこの辺りか>「ヴヴァガ ヤーヤ ンザナ

ギヤバ」[vvaɡa  ja:ja  ndzanaɡijaba] 

ンザヌ[ndzanu]〈名詞〉何処の。<彼はどこの人で

すか>「カリャー ンザヌ プｽトゥヤバ」

[kaɾja:  ndzanu  pïtujaba] 

ンザバーキ[ndzaba:ki]〈副詞〉どこまでも。<ど

こまでも歩く>「ンザバーキ アイﾟクｽ」

[ndzaba:kï  aïkï] 

ンザマイ[ŋdzamai]〈名詞〉どこも。<どこも同じ

ような家ばかりだね>「ンザマイ ユヌンダカ

リーヌ ヤーバカーイﾟサイガ」[ndzammai  

junundakaɾi:nu  ja:bakaïsaiɡa] 

ンザン[ndzan]〈名詞〉何処に。<僕はどこに寝れ

ばよいか>「バヤー ンザン ニヴヴィバガ 

ゾーカリャー」[baja:  ndzan  nivvibaɡa  

dzo:kaɾja:] 

ンザンガ[ŋdzaŋɡa]〈名詞〉何処に。<財布はどこ

に置いてあるか>「ジンフゥクルーバー ンザ

ンガ ウツキューキャー」[dʒinfuɾu:ba:  

ndzaŋɡa  utsïkju:kja:] 

ンザンカイ[ŋdzaŋkai]〈名詞〉何処へ。<君の家に

はどこへ行けばよいか>「ヴヴァガ ヤーヤ 

ンザンカイ イキバガ ゾーカリャー」[vvaɡa  

ja:ja  ndzaŋkai  ikibaɡa  dzo:kaɾja:] 
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ンザンカイガ[ŋdzaŋkaiɡa]〈連語〉何処にか。何

処に行くのか。<君はどこに行くのか>「ヴ

ヴァー ンザンカイガ イクｽガマタヤバ」

[vva:  ndzaŋkaiɡa ikïɡamatajaba] 

ンヌツヌ アリューキャーヌ ミャーク[ŋnutsïnu  

aɾju:kja:nu  mja:ku]〈連語〉命があるからこその

幸せ。<命があるからこその幸せ。しっかり百歳を

めざそう>「ンヌツヌ アリューキャーヌ ミャー

ク ワイティー ピャークヌ ムﾟツツゥマイ マ

ヴヴァイディ」[nnutsïnu  aɾju:kja:nu  mja:ku 

waiti:  pja:kunu  mtstsumai  mavvaidi] 

ンヌツヌ フゥキ[ŋnutsïnu  fuki]〈動詞〉命が

すり抜ける。息絶える。死ぬ。<彼の命が絶える

のも知らなかった>「カイガ ンヌツヌ フゥ

キ フゥツツゥマイ スサッタムﾟ」[kaiɡa  

nnutsïnu  fuki  futstsumai  sïsattam] 

ンヌツナガムヌ[ŋnutsï]〈名詞〉長命。長生き。

<長生きは健康であればこそだ>「ンヌツナガム

ノー  ガンズゥーカイバドゥ  ダラ」

[nnutsïɡaɡamuno:  ɡandzukaibadudaɾa] 

ンヌツヌ アーナギ[nnutsïnu  a:naɡi]〈連語〉

一期。一生涯。<君とは一生涯の友だ>「ヴヴァ

トー ンヌツヌ アーナギヌ ドゥスサイ」

[vvato:  nnutsïnu  a:naɡinu  dusïsai] 

ンーンー[ŋ:n:]〈感動詞〉いいえ。いやです。同

僚や目下に対し軽く首を横に振って相手の言

うことが違っていることや相手の要求を受け

入れられない意思を示す。<いいえ、あなたの言

うことは間違っています>「ンーンー ヴヴァ

ガ アンジュークトー チガイドゥー」[n:n:  

vvaɡa  andʒu:kuto:  tʃiɡaidu  u:] 

ンーナカアガムﾟ[n:nakaaɡammi]〈屋号〉野原集落。

午組。久貝貞江家屋号。 

ンーナカアガムﾟ[n:nakaaɡammi]〈屋号〉野原集落。

午組。久貝守家屋号。 

ンーナカアガムﾟ[n:nakaaɡammi]〈屋号〉野原集落。

午組。久貝清智家屋号。 

ン ー ナ カ ア ガ ム ﾟ パ イ ﾟ デ ィ ヤ ー

[n:nakaaɡammipaïdija:]〈屋号〉野原集落。午

組。久貝清家屋号。 

 

まとめ 
 
〈宮古の学校教育おける方言の取り組み〉 
文化庁委託報告書によると琉球方言圏におけ

る「危機的状況にある言語、方言の保存継承に関

わる取り組み等の実態に関わる調査研究事業」が

あるが、その中に宮古地域の学校における活動例

が報告されている。佐良浜小学校における実践は、

とても興味のある内容である。その内容は、方言

の定義を示しながら、多義にわたる内容の実践が

なされている。まず身近な言葉として人体の全て

の個所の方言を皆で話し合うことがなされてい

る。人体の方言であれば自分が方言を使用しなく

ても佐良浜地域であれば家族の会話の中に普段

に交わされる身近な言葉なので生徒たちも参加

しやすい取り組みである。実践を広げて「金子み

すずの詩」を地域の年寄りに佐良浜の方言に訳し

てもらい皆で鑑賞する取り組みは興味がある。 
私も方言を残す取り組みとして山之口獏の「布

団」という詩を野原方言に訳して報告したことが

あるが、原詩よりも何か親しみを感じた思いが

あった。いろいろな取り組み方によっては学校で

も多様な実践が可能と感じた。 
 

〈方言辞典を編纂する意義〉 
以前から方言研究に携わる者としては、調査で

接する人々の年齢が年ごとに高齢者に偏ってき

ていることで方言の話せる年代が限られてきて

いることは実感していた。ユネスコが発表した方

言危機的状況の実態をみると改めてその危機を

実感せざるを得ない。学生の時に方言研究で著名

な中曽根政善先生に出会い方言の豊かさに目覚

め、細々と研究活動続けてきた。宮古の小中学校
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で方言札とともに子ども時代を大らかに謳歌し

た者としては、一抹の寂しさを感じるとともに、

やはり方言が生き残るというよりも少しでも残

していく手立てを講じなければと思うように

なった。宮古全体ではその趣旨でいくつかの宮古

方言に関する辞典が発刊されている。富浜定吉氏

の伊良部方言辞典があり、池間や佐良浜、多良間

などの離島の方言辞典がある。宮古本島では城辺

シマフツ辞典、久松方言集がある。最近、沖縄在

住の人たちが中心になって精力的に活動してい

る「みゃーくふつの会」の定例学習会に参加し、

国語国立研究所特任助教授のセレック・ケナン氏

の「宮古の言葉のことばの多様性と画一性」、2025

年度「危機的な状況にある言語・方言サミット」

八重山大会の報告。宮古方言研究者の野原優一氏

の「宮古語表記表」、沖縄国際大学教授・下地賀

代子氏の「比べてみようタラマフツとミャークフ

ツ ～南琉球をつなぐことば～」を拝聴する機会

があり、宮古本島全体を網羅する宮古語辞典の必

要性を改めた痛感した。 

 

〈方言よって喚起されるアイデンティティー〉 

方言はその地域を作り、祭りを司り、五穀豊穣

の祈りを捧げるツールとして大きな役割を担っ

てきた。数多くの方言辞典を見るとその中には方

言を通してその地域の歴史や風俗、芸能など、そ

こに暮らす人々の生活が見える。方言によって喚

起されるアイデンティティーが感じられのであ

る。宮古島全体の方言を網羅する宮古方言辞典が

あれば、言語を研究する資料としてだけではなく、

その地域の方言を通して地域を知るという教育

実践に利用することができる。私が今進めている

宮古語辞典の編集作業においては、国語辞典的な

単語を示し、意味を解説するだけではなく、示さ

れた方言から、方言を使用していた人々の生活が

垣間見えるように用例文を提示することにして

いる。従って、用例文には私が子ども頃、地域の

中で夢中になって遊んだ出来事や汗を流して手

伝った農作業や家畜の世話や草刈りなど、そこで

使った方言、生活語を用いている。収録する全て

の語彙に、そこで暮らす人々の生活が見えるよう

な文例を語彙ごとに編集するつもりである。出来

上がりを楽しみにしながらも、辞典づくりで苦労

した先輩たちの話を聞くと不安もあるが、子ども

の頃は、学校で方言札を数え切れない程、首にか

けなから伸び伸びと過ごした故郷の方言の危機

的状況を少しでも改善できるようという思いは

持ち続けたい。 
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